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北 海道農村の集落構成
　　　　主として施設の面からの調査研究一・一一

横山尊雄
船木幹也
菊　地　弘　明

A　Research　on　the　Formation　of　Agricultural
　　　　　　　　　　　Settlement　in　Hokkaido

　　　　　　　　　一・一一一　From　the　Point　of　Fac｛lities　一’…一一一一

Takao　Yoi〈oyAMA

Mikiya　FuNAKi
Iliroaki　KIKuc｝il

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abs北ract

　　　This　is　a　research　on　the　location　of　the　facilities　in　6　typical　agricultural　sett！ements

in　Hokkaido．

　　　In　our　previous　report“’：一，　we　showed　following　mateers：

　　　　1）　The　agricultural　settlements　in　1｛okkaido　show　generally　a　dispersed　pattern

based　on　the　grid　system．

　　　　2）　The　facilities　in　these　settlements　have　a　tendency　to　be　located　together，　and

they　make　various　centres　1〈eeping　some　distance　each　other．

　　　　3）　These　centres　are　genera11y　classified　into　3　grades，　according　to　their　conditions

of　location：　the　chief　centres，　the　intermediate　centres　and　the　local　centres．

　　　　In　this　paper，　we　analyzed　the　tendency　oi”　the　location　of　each　facility，　especia！ly

in　connection　with　the　formation　of　settlementg．，　and　tried　to　explain　the　functional

meanning　of　each　grade　o’f　them

　　　　’1”his　paper　consists　of　following　4　chapters　：

　　1．　On　the　aim　and　the　method　of　this　research．

　　2，　On　the　location　of　facilities．

　　　　We　took　up　administrative，　educational，　medical，　agricultural，　shopping，　industrial，

recreational，　traf￥ic　and　communicative　facili’ties，　and　made　hteir　characters　clear，　in

connection　with　the　agricultural　management，　population　and　area　of　each　rural　com－

munlty．
　　’3．　On　£he　struc’ture　of　centres．

　　　　In　this　chapter，　we　showed　the　structures　and　patterns　of　several　typical　centres

selected　from　the　3　grades，　and　added　ouy　cri’ticism　about　them．

　“：’　c．£　Bulletin　of　the　Faeulty　of　Engineering　〈No．　19＞　Hokkaido　University．
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4．　A　few　considerations　on　the　problems．

We　summed　up　above　chapters　and　pointed　out　several　problems　awaiting　solution

there．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はしがき

　　本稿は北海道農村の集落構成に関し，既報の“主として集落形態の面からの調査研究”12）

に引続き，調杳対象6ケ町村　　秩父易向日・中富良野村・女満別町・芽室町・鶴居村・八雲町

　　について，主として集落内における公共的な性格をもつ諸施設とその立地傾向を集落形態

との関連においてとらえ，これに若干の分析を加えたもので，集落内諸施設の立地傾向・集落

内各中心における諸施設の構成及び両者の総合的考察の3部から成っている。

1　研究の目的と方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　§1　目　　　的

　　北海道の農村は既報のように一一般に格予型土地区劃に基づく特有な散居型集落を基盤とし

て形成せられると共に，その集落内に位置する公共的な諸施設はあるまとまりをもって段階的

に立地する傾向がみられる。これらの集落構成を施設立地との関連において形態的にみると，

集落の規模段階とその拡がりに応じて，各農家から中心市街地に向って求心的に“農家→部
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落l／i心→（副市街地）→中心1｛1街地”へまたは中心一i　k’街地より各農家に向って遠心的に“中心

市街地→（副耳衝地）一》部落1二b心→農家”への関連的・段階的な構成によって農村地域社会

としての集落を形成している。

　　本研究は叙上の調査対象6ケ町村について，各町村における公共的な性格をもつ諸施設の

立地傾向の実態を集落規模段階並びに集落形態と対応させて分析的に調査研究し，あわせて叙

上の各愚心の集落構成上に占y）る・i、完置・機能を明らかにするのを目的としているQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　§2　方　　　法

　　本研究における調査及び研究方法の大要は既報の“主として集落形態の面からφ調査研窯”

の1一§2方法の項において述べた通りであるが，今面は調査対象6ケ町村における公共的諸施

設について，集落と施設の面からの調査結果に基づき各関係施設の集落内における立地傾向と

集落内各中心における諸施設の構成を集落の規模段階とその構造・形態との関連において段階

的に分析・検討し，更に施設と集落との相関的な関係をより明確にする意図のもとに総合的な

考察を試みた。

II　集落内諸施設の立地傾向

　　　　　　　　　　　　　　　　§1　行政関係施設

　　本節では主に農村内に立地する行政・保安・司法関係：施設について述べる。

　1．行政施設

　　農｛寸に立地する行政施設としては役場・農林省統計謬ll査事務所・食糧事務IY〒・営林署・税

務署・職業安定所などが挙げられる。これらの施設は町｛ζ」’の規摸・中心市街liElの発展段階など

によって各々その規模・構成を異にしている。

　　これらの行政施設の立地傾向を集落との関連においてみれば嬢2図及び第！表となる。す

なわち芽室町・八雲町を除いた4ケ町村のように人口5，000～10，000　X呈度の農村にあっては，

役場以外の行政施設として，食糧事務所・統計調査事務所の出張所をもつのみであるが，人口

17，000程度の芽室町になるとこれらの外に営林署の担当区駐在所が立地する。一般に農村に立

地する行政施設としては概ねこの程度のものと考えられるが，人口20，000を超える八雲町のよ

うに連担戸数2，000ff．程度の中心市街地をもつ段階になると，更に営林署・税務署・職業安定

所など地方行政の中心都市としての性格を示す施設の立地がみられるようになる。

　　これらの施設は秩父別村・中富良野村・女満別町のように戸riの拡がりにおいてその90％

が中心市街地より5～9km程度の範囲内にある比較的集約化された農村においてはすべて中心

市街地に立地しており，岡辺部においての立地はみられない。しかし鶴居村・芽室田］一・八雲町

のように町村圏域が広大になり，戸！二iの拡がりにおいてもその90％が中心市街地より13～17

kmにまで及ぶ町村にあっては，役場のある中心市街地より！2～16　km程度離れた副市街地に
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1）部長派出所1　2）園立結核療養所1　3）助潅婦・保健婦兼務　4）装蹄兼業　5）新彗粉・精米丁場と兼業

6）修理業　7）農家兼業　8）夏季休業　9）概道駅　10）無集配局2　11）　無築配周1

町村周辺部の行政中心施設として役場出張所の立地がみられる。この外周辺部にみられるもの

としては芽室町・八雲町における食糧事務所・営林署の駐在所が挙げられ，これらは主として

副市街地的な単位の立地傾向を示している。

　　第1図は農村における役場の規模を役場職員数と入旧との関連でみたものである。全道平

均では職員数は人しほ，000当り4．7入を示し，一般に入「1規模の小さい町村ほど人rl当り職員

数が多く，大きな町村ほど少なくなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　の　　次に農村における行政的な単位である行政区についてみよう（第2図）。農村地域社会は一

般に部落とU，ffばれる地域的なまとまりを単位として構戎される。このような部落（巾心市街地

を除く）を6ケ町村についてみると，1部落当り平均水田農村においては35世帯・畑作農村に
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おいては25世帯・1雪各農｛寸においては！8世帯

程度のまとまりで構成されている。有政区は

これらの部落を構成単位として成り立ち，そ

の構成は次の2者に大別される。

　　部落単位がそのまま行政区と

　　一致しているもの

　　　　　秩父溺村・中由良里チ村・鶴居村

　　主として行政区が数部i落によ

　　つて構成されているもの

　　　　　女満別町・芽索町・八雲町

　　後者の1行政区当り平均世｝lll；数は女満別

町94・脱監町54・八雲町44となっている。

　　農村における地域的なまとまりでいま1
　　　　　　　　　　　ロ　　　リ　　　い　　　ロ　　　　

つ重要なものに農事実行紐合がある。これは

人ロ
25POO

20poo

i　5，000

10，000

5，000

　　　一一一　e

吻灘　　・・

　　g　nv一一．1i

。　　ツ’しイ

47

0　　　　　　20　　　　　　40　　　　　60　　　　　 80　　　　　100人ma無数1

第1図　人口とilじ村役場猷員数との関係1）

一般に既存α～部落構成単位と一致しており，農家にとって戦後農業生産及び農村生活に関する

最も重要な団体となっているものである。すなわち現在では農事実行組合は行政区から実質的

に独立し，農事に関しては行政区を介さずに直接上部機関と連がり，特に農業改良相談所（現

農業改良普及iPt）及び農業協同組合との結び付きが強く，それらの下部組織としての役割を果

している場合が多い。このため行政区は現在町ン鱈の行政的な下部機構を構成してはいるが，単

に行政上の伝達・．Yi　J｝．EJ・｛を下灘こ伝える役割を果しているに過ぎず，農村生活における地域社会の

構成単位としての実質的な意昧は稀薄になっている。

　2．　保安施設

　　腿村内に立地する保安施設としては警察・消防関係の施設が挙げられる。
　　ロ　　　　　　　　　　　の

　　警察施設の立地については行政施設において述べたと同様に集落規模によって段階的な構

成が認められ，鶴居村・秩父甥村においては中心寮街地にただ1ケ所の巡査駐在所をもち，ま

た中富良野村・女満別町の程度では部長ll艮出所の立地をみるに過ぎないが，芽室町・八雲町程

皮の規模段階になると始めて中心市街地に警察・著をもち，主要｛訓∫街地に巡査IS二1三在所を配した

警；察機構が成立するようになる（節2図，第2表）。
　　　　　　じ　　　　　　　コ

　　消防施設は各・町村メ聾充実しているとは云い難いが，一般に中心帯街地に本詔‘をおき，部落

中心的な構成童1丘位に消防分団を配した消防紐織をもつている。調辺部に立地する消防施設とし

ては火の見櫓・消火器具置j湯などがあり，それらは多く部落中心及びi蔀1一十地に設けられてい

る。（第2［趨）。

　3．司法施設
　　　ロ　　サ　　ロ　　　

　　司法施設は芽誘：il　Hlji・八雲町以外の4ク’町｛寸においてはまだその立地がみられないが，芽室
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町程度の中心市街地になると漸く法務局出張所が設けられ，更に八雲町の中心市街地に至って

簡易裁判所・検察庁などの司法施設の立地が認められるようになる。

　　このような施設の立地傾向からみると，八雲町の中心市街地は惣己町村内の行政・司法の

中心としてばかりでなくより広い地域の行政的な中心として立地していることが知られる。

　　　　　　　　　　　　　　　§2　　教育・宗i教関係施設

　　農村における教育関係施設としては小・中学校・高等学1交・各種学校及び幼推園などがみ

られ，宗教施設としては寺院・神赴・網・教会などが挙げられる。

　1．小・中学校

　　北海道の農村における小・中学校の立地傾i肉は，農ト麺）4琵落そのものが散居型であるため

町齢域にわたって点在し，小規灘賄過大な熾欄をもつのが一般である・特にそのAi，el　iZt，i」
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部などは教育上望ましい規模と通学圏から遙かにかけ離れているのが現状である。これは北海

道の小学校の約60％以上が単級複式制であり，それは児童数で全道の約15％以上となり，三

園単一の6％に比し極めて高率であることからも窺い知られよう。

　　北海道における小・中学校の児童・生徒数は昭和32年5月現在第2表のようである。1世

帯当り児量数は市部・支庁・農村の順に高くなり，農村においては児童数1．11人／世帯・生徒

dM　O．4人／世帯となっている。

　　　　　　の　　　　

　　小学校の規模を削記6ケ町村についてみれば第3，4表の如くである。6級以上の級数をも

つている学校は中心市街地およびある程度発達した副市街地に立地するものを除いては，秩父

別村・1：i二1富良野1寸・女満別町におけるかなり集約化した集落型をとっている地域に立地する場

合にみられるのみで，他はすべて単級複式制をとっており，単級複式校の比率は秩父別村の

50％を除いて他の町村は80％前後にも達している。　これらを児童数についてみるとその比率

は6ケ町村を通じて37．5％を示し，水田・畑作・酪農となるにつれて高くなっている。なお八

雲【ll∫において6級以上の学校への通学児童数が75．5％と高率を示しているが，このような学校

第2表　全道の教育施設数と璽徒数（32．5）1）

全 道

幼

稚

園

施設数（1施設当り世　帯　．数）

生徒数（1001土ヒ雫浮当り生徒数）

1施設当り生徒数

　157校（6，150）

18，699人（2．0）

　119人

市 部

小

学

校

施設数写糊簿当＆）

犠鴫。唱灘）

1施設当り生徒数

中

学

校

等

学

校

各

種

学

校

施設数（1方ts　’i没…漁り｛蝕　響芋　数）

縦数（100オせイ背当り坐徒数）

1施設当り生徒数

施設数（エ方色『没…当りtiiE　イ1浮　 〕数）

生徒数（lo面目）

1施設影り生徒数

施設数（毒施応当最）

生徒数Go蟹望叢）

1施設幽り生徒数

　2，312校（418＞

769，707入（80．5）

　　334人

支 庁1農 村

　114校（4，53e＞　　　　　　43；校（10，400）

15，235人（3．0）　　3，464人（0．8）

　　134人　　　　　　80人

　515校｛1，005）　1，794校（244）

367，157人（71．0）　402，550入（92．0）

　　715人　　　　　224人

　1，324校（730）　　　　　　272校（1，910）　　　1，052校（427）

319，399人（33．4＞　151，905人（29．4）　167，494人（38．0）

　　244人　　　　　559人　　　　　159人

　285校（3，390）　　　　　116校（4，460）　　　　　169校（2，600）

154，891人（16．4＞　104，296人置20。2）　50，595人（i1．5）

　　544人　　　　　900人　　　　　300人

　531校（1，820）

63，879人（6．7）

　121入

　317校（1，635）

42，115人（8．2）

　134人

　214校（2，050）

11，764人（2．7）

　　55人

　　6校（23，9〔｝0）

　407人（0．3）

　　28人

　673校（215）

130，617人（111）

　　193人

　346校（394）

53，105人（39．0）

　153人

　52校（2，620＞

12，086人（8．9）

　232人

　76校（1．790）

3，460人（2，5）

　46人
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第3表　6力町村の小・串学校の位識と規模．．ユ（32．5）

i2

秩

父

別

村

小

学

校

名

1

2

3

4

il

14
良：5

野i・

村7
」8

中 央

北

西

東

位　t鐙1規　模」
中り最
心の短
市道距
街路離
地経
よ由

巨
女1・

　3
満4
　0r
別

町

　8
1

2．0

35

5．0

西　中

南　中

宇　文
最

早江i
新田中

富　岡

中i5・o

3．0

3．5

5．0

6．O

Z5

8．5

6豊
7大成i7・5

：女満別　一一
曲目　　　　言菊　i　　3．0

　　　本　綱　3．5
　　　甥　EI　14．5
大　東　4，5

　住　7．5

　　1　El　進

9開　陽

9．0

13．0

最へ最
寄の短
り道距
小路離
学経平
校幽均
gtslp2－m］ww，

児

童

数

囚
2．s　1　749

2．5　1　208

3．5　［　141

3．0　［　91

3．3

4．0

4．3

5．5

5．0

6．0

6．5

4．0

　1芽　室
　2毛　根
　3祥　栄芽

　4西翠狩
　5美　生
ヒ6北伏古
室

　7渋　山
　8中伏古
　9北　明町I

I10朋　正
　11平　和
Ii2栄
ほ3上渋山

3．9

4．8

3．5

4．9

4．Jr

3．5

4．5

5．3

6．3

787

177

105

215

246

43

20

46

級

数

（級＞1

17

6

4

3

16

5

3

5

6

1

1

1

853

66

125

86

46

319

137

81

110

5．5…5．5
、．。ミ。、

　　6，G15．4
・・1・．・

7．Oi5．5

8．0｛5．8
8．515．8

10．0　 5．7

10．0　5。3

11．0　5．0
13．5　　i　　5。7　　』

、4引J。．3

　」

1，150

72

180

98

206

149

73

74

77

111

92

99

23

！8

3

4

3

2

8

3

3

3

20

2

4

2

5

3

2

2

2

3

2

2

1

中

学

校

名

ill・1

央

中富良野

脚半　文

う旭　中

女満別

弾豊　住

善大成

ウき

J　陽

芽

祥

爽

t渋

新

ec’k

於平

開

栄

位

　　r－1・iり最：最へ最
心の短寄の短
暮麟臆蘇
地経［学経平
よ由1校曲均
　ミ．（＿＿tm）　i　（km）
1．0

　．！

0・515・O
　I

　ヒ
5．0　5，0
　　5釧5・・

2．0

7．5

7．5

13．0

1．0

6．5

1

生i7．0

山　8，0

栄　8．5

明i1αo
l

和　11．0

友i14．O
I

zo

12．0

6．3

5．rJ

6．4

Jr．2

6．王

規　模
生

徒

数

（人）

」r31

535

78

116

417

117

74

51

　1
3．0　i

　I9．7
6．4

　1i

　I6．3　i

8．8　I

　F

560

82

92

32

102

32

42

115

級

数

（級L

12

11

2

3

9

3

2

2

12

3

3

1

3

1

1

3
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芽

室

町

小

学

校

名

14

15

16

117
1

　li
　　2鶴

屠

村

3

4

5

6

7

8

上美生

上伏古

雄燭別
上野生
分　 校

八

紫

町

鶴　　居

下雪田

茂雲裡

支雲裡
幌　　呂

下幌呂
下久著日

捲久執：娼

91上幌繊

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

i8

19

20

八

浜

土

熱

山

松

F：1

田

越

久留米
山　　織

上　　川

大　新

野田生

上鉛川
大

黒

熊

八

関

岩

上

線

聴路分校

富咲分校

赤　笹
八雲鉱山

桜　　野

位 i澱

中り最
心の短
市道距
街路離
地経
よ由

（km）

14．5

14．5

20．0

21．0

最へ最
寄の短
り道距
小路口
学経平
椥i臼均

（km）

5．1

4．8

5．5

5．0

7．5

7．5

10．0

11．O

ILO

13．0

15．0

18．0

8．3

6．5

Z3

il．3

7．5

7．3

11．5

12．5

7．5

3．0

5．0

5．0

5．5

6．0

7．0

7．0

7．5

10．O

iO．5

1Le

12．0

12．0

14．5

16．0

16．0

16．0

19．0

25．0

4．8

3．3

6．7

4．1

3．8

5．3

5．8

6．1

3．8

5．5

5．5

rJ．O

6．0

4．0

5．5

5．0

5．0

6．5

s．e

9．5

規 模

児

童

級

数1数
（人■．（級月

199

79

44

13

223

60

77

42

202

49

79

32

130

1，857

　94
85

38

243

62

153

30

40

281

11

92

231

21

15

8

17

21

129

5

2

2

1

6

2

2

1

6

1

2

1

3

25

35

2

2

1

6

2

4

1

1

6

1

2

6

1

1

1

1

1

3

1

中

学

校

名

田美生

鶴　　居

’：“

ﾎ雪裡
菅支雲裡

幌　　呂

聾下幌禺
’：を下久著呂

｝き中久著認

憩上幌瀦

八　　訟・

出　　越

位 羅

中り最
心の短
市道距
街路離
地経
よ由

くkm）

15．5

最へ最
寄の短
り道距

小路離
学経平
校由均

（km）

9．0

O．5　1　9．e

7．5

10．0

11．5

11．0

13．0

15．O

18．e

1．5

7．3

11．8

9．3

10．0

15．5

12．5

7．3

7．3

規 模

生

從

数

（人）

115

級

数

（数）

3

，，，　1

　　11・

32　1

25

94　1

23　1

30　I

s1
79　1

3

楓【　崎

憩野田生

憩上鉛川
’ve

蛛@ 関
ハ、『　岩

葵熊　　嶺

憩八雲鉱山

赫桜　 野

7．0

7．0

10．0

10．5

11．0

12．0

12．0

19．0

25．0

1

1

3

1

1

1

2

6．0

6．3

5．0

11．5

11．3

5．0

12．0

1，e23

109

79

136

7

66

111

6

8．0　f　45
・5．・ ｢3

21

2

2

3

1

2

3

1

1

1

憩は小・中併羅校
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第4表　6ケ町村の小・中学校の位置と規模．2（32．5）

経　 常　 形　 口

紐1’　　村　　 名

酒　数・生徒数

小

学

校

中

学

校

6学級以上
　　　　f｝E

6学級以下

　　　　％

計

－O！O

1世帯当り
児　童　数

小学校間の平
均最短距離

3学級以上

　　　　％

3学級以下

　　　　％

％

1世幣当り
生　徒　数

中学校間の平
均最短距離

水 ｝El

．秩父測

校数生徒数

2

50

2

50

　4

エ00

957

80．5

232

，1．9．5

1，189

100

O．98人

3．0　km

申富良野

校一睡数

2

25

6

75

8

1，033

　6S

606

37

1，639

1oo　l　loo

O．92

4．3

畑 作

女満溺

搬函数
2

22

7

rs

　9

エ00

1，172

　64

651

36

1，823

100

1．04

4．2

芽　　室

　　　

校数睡数
il　i，iso

6

16

94

17

100

42

ユ，589

　58

2，739

100

e．go

5．0

酪 農

　1

100

　0

　0

　1

100

531

エ00

　o

　o

531

100

0。44人

　2i　651
66．5［　89．5

　11　78
S3．51　10．7

　3

100

729

100

O．41

5．0　km

　2

50

　2

50

　4

100

534

8エ．3

125

19

659

100

O．38

7．7

鶴　　居

校数睡数

2［　425

221　47．s

　L．L．．．m7

7

78

469

52．Jr

　9　　894
　　ioo　i　100

1．13

8．8

八　　雲

狡数睡数

4

20

16

80

20

エ00

2，612

75．5

841

24．5

3，453

100

O．68

5．5

　6
66．5

　31　106

33．51　8．6

　91　1，172

エ00　　100

　　　に　
・，・66i　2

91．5　25

6

75

　8

エ00

，ig［

e．39

6．8

65

118

35

337

エ00

O．53

1．04

3

30

7

70

10

100

1，270

79．5

325

20．5

1，595

100

O．31

8．7

合　　計

校劇職

13

19．5

54

80．5

67

100

7，349

62．5

4，388

3Z5

11，737

　100

6ケ町村平均
　O．94

6ケ；ll∫村平均

　5．15

16

22．0

19

78．0

35

100

4，271

85．0

752

15．0

5，023

100

6ケ1好村平均

　e．43

5　ケll］」’　ij：｛tSIZ　JξJ

　5．85

はすべて海岸沿いに発達した市街地に立地しており，　山間部の学校は児童数50入にも満たな

いものが大部分を占めていう。このような僻地校は秩父別村を除いた他のいずれの町村におい

てもみられ，規模・位置共に極めて不良な条件におかれているものが多く，しかもその割合は

集落形態にもよるが概ね水田・畑作・酪農となるに従って多くなっている。

　　これら小学校の立地傾向をみれば，一般に小学校は部落単位で立地するが，その主とする

農業経営形態などによって生じた密度・拡がりなどの段階的な差異により，これらに関連して

相対的なずれがみられる。これをそれぞれの農村の典璽的なパターンを示す地帯についてみれ

ば次のとおりである（第3図）。

　　1）平坦地に比較的高密度（27戸／km2）の均等な拡がりをもつ秩父別村・中富良野村の水

田地帯にあっては児童数100～200入程度の焼模の学校が大半を占め，　最寄り小学校への道路

経由最短距離の平∫・勾は秩父別村2．95　km・r＝｛＝i富良野村4，3　kmとなっている。また校区内の戸1．一1

分布をみれば，その約80％が学校よりL5～3．O　kmの通学圏内に念まれ，その最大は5km程
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け

1．rm
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第3図　校区内戸数と生徒・児童数との関係

　き

』「「コL灘嘱三、認／；”
r”T”一iims一’一一一’li’一7”一一M－E－1’nt’vntM’Mik，　’一Ti

　　　　　es　Tk　j　r’P距農1

学校までの距離別にみた校区内戸数の累積

度である。

　　2）水田地帯よりやや稀薄な密度（10戸／km2）で比較的均等に緩傾地に拡がる女満別町・

芽室町における典型的な畑作地帯にあっては，児童数では水田地帯よりもやや少ない1GO入前

後の学校が平均女満別iIlr　4．2　km・芽室町5．O　kmの間隔で一様に分布しており・通学圏内戸ILi

分布では約80％が2～4km圏内に含まれ，最大は7km程度に及んでいる。

　　3）iii間部により稀1導な密度で帯状に入り込むものの多い鶴居村・八雲町のような酪磯地

帯では児童数は一様でなく，その地域によって大小かなりのひらきをみせている。学校聞距離

も平均八雲；1【∫5．5km・鶴居村8．8　kmと水田・畑作地椙；に比して更に拡がり，遜学圏内戸Ll分

布の約80％は2～6kmの通学［懇に含まれるが，最大11　kmに達しているものもみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　以上小学校の立地についての傾向は中学校においても岡様に指摘することができるが，通

学圏は小学校におけるよりも相対的に：大きくなる傾向を示し，その傾向は申心市街地または剛

帯街地の申学校に特に墨；f｛著であり，小学校区2～5区を含めた範囲の通学圏をもつものが多い。

中心了lr街地にある中学校の校区は秩父別村にあっては全村に及んでおり，その他の町村でも咬

区は小学校に比較してかなり拡大され，通学圏の最大は水田6．Okm・）］li作7．Okm・酪農10km

に及んでいる。　同様な傾向は中心ぎ［丁街地より10km以上離れた副丁｛∫街地においてもみられ，

例として芽室町上美生中学校・八雲町大関中学校が挙げられ，それらは末端部にある僻地校を

含めた広大な通学圏をもつて立地している。このような中学校の立地傾向は小学校が一般に部

落中心的な単位で一様に分布するのに対して，翻市街地中心の単位で立地する傾向があること

を示すものである。またこのような周辺部に立地する中学校は殆んどが小学校に併置された単

級複式校であり，特に単級の申学校が糊置校のうち60％を占めていることは注Elされてよい。
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　2．高等学校及び各種学校
　　コ　　　の　　　コ　　　コ

　　高等学校の立地傾向を全道の農村についてみると！施設当り世帯数2，620，1校当り生徒数

232入を示している。これを調査対象農村についてみると，鶴居村・秩父別村・申富良野村の

3村はいずれも全に｛制・定時制の高等学校を欠きすべて隣接市ill∫の高等学校に依存しており，

漸く女満別Ili∫（人IJ＝i　10，506）の規模になって生徒数200人程度の定時制高校をもち，更に芽室

町（人r］17，131）・八雲町（入目21，480）に至って始めて定時制を併置した生徒数各559人・833

入の二等学校の立地がみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　農村に立地している各種学校はその殆んどが和・洋裁学校であり，秩父別村以上の町村の

中心市街地には規模の差はあるがすべてその立地がみられる。農村においても近年この種の学

校の需罵が急激に高まり，1施設当りの人rlは5，000～10，000入程度となっている。これらは農

家の子女を対象として開講されているものが多く，農業生産との関連から農閑期に開設せられ

る季節制のものの多いことが特色である。

　3．幼　稚　園

　　幼児の保育施設は，農村においては特に必要と思われる施設の1つであるにもかかわらず

その集落構造からくる経営上の困難性から三農三共極めて不満足な状態におかれている。すな

　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　
わち，調査対象6ケ町村のうち幼稚園がおかれているのは八雲町のみであり，しかもそれが八

雲町中心市街地のようにある程度都市化の傾向を帯びている市街地に存在し，帯街地居住者の

子弟のために開かれているというのがその実情である。なお，幼稚園の聞題は保育所との関連

において論じなければならないが，保育所については詮会福祉関係施設の項で後述する。

　4．神社・桐・寺院・教会

　　麗村においては神社・寺院は一般1こ全町村的な拡がりをもって立地している施設であるが

　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ゆその立地傾向は両者対蹴的である。神社では，いわゆる各町村の瓜神と云われる全町村的な規

模で祭りの行われる神社が中心市街地に立地し，その他部落中心的な単位で杷られる神社・痢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のが全町村に分布しているのが通例である。これに反して，寺院は各その宗派によって全町村に

わたる檀家をもち，中心市街地に多く立地する傾向がある、これらの神社・寺院の多くは開拓

によって集落が発生すると同時に設けられたものであり，いずれも農村に深く根を下した生活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に轡着した施設であることを示している。また教会についてはキリスト教教会が芽室町・八雲

町の規模において中心市街地に立地をみており，その他の教会としては天理教教会がその主な

ものであり，その他1，2の神道教会をもつ町柑もみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　§3　社会・福祉関係施設

　　農村における社会・福祉関係施設は農村の特殊事情から好ましい形での経営に困難を伴い，

その施設の必要性は充分に認められながらも極めて不満足な状態のままに放置されているのが

現状である。調査対象農村におけるこれらの施設としては保育所・公民館などが挙げられる。
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　L　保　育　所
　　　　　　　　　　　

　　保育所については町村立の独立した施設をもつものとして僅かに芽室・八雲両ill∫に各々2

施設を挙げ得るのみであり，これらの施設は芽室町上盤生1三のものを除いてはすべて中心τ1∫街地

に立地しており，他は季節的に公民醗・部落会館などの施設を利用したものとして鶴屠村巾雪

裡・巾富良野村の南中，寺院を利用した個人白勺な施設をもつものとして中富良野村［’，lil心市街地，

部落民によつでilミ節的に運営されているものとして芽室町の北伏古及び餌土狩などを挙げ得る

に過ぎない。しかもこれらの多くは季節保育所として農繁期の託児を主とするものであって，

保育所としての機能を果すに充分な施設を欠いているのが一般である。1施設惑り入口は4，000

～10，000，その立地領向からみて部落居住者の利用率は更に下廻るものと思われる。

　2。公　民　館

　　各町村共公民館活動の紅織は，中心市街地の公民館をその拠点として，前述の部落組織を

その下部機構とした全麗村的な組織を形成し，積極的な農轡の生活向上のための活動を行なつ
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ている。しかしながら各町村共施設的には貧しい状態にあり，その施設は中心市街地に集会ゴ湯

・会議室をもつ公民館と更に周辺部施設として部落単位に立地している部落会館を利用してい

るのが一般であるが，鶴居村のように部落会館の立地が少ない場合は小学校がこれにかわって

利用せられている例もある。その他部落公民館をもつ例としては申富良野村・女満別町が挙げ

られる程度である。

　　このような公民館は八雲lll∫程度になるとようやくかなりの充実度を示し，　iヌi書餓の併置が

みられるほか，農村青年のための青年学級の開設なども取挙げられており，更に道立巡回園書

館の八雲地区の中心としての業務も行なっている。

§4　医療・保健関係施設

　　北海道農村における医療・保健関係施設は教育関係施設と同様にその集落構，造と経済上の

理由から都市のそれに比して極めて不良な状態におかれている。戦後バスなど交通機関の発達

や有線放送施設などの普及は農民の医療に対する要求に間接的な影響を与え，農民が都市の病

院を利用するのをある程度有利にした。しかしながら無医村問題が大きな赴会問題として取挙

げられているように，想ξ村における医師の配置は都市に比較して極めて貧しく，医師の都市集

中の傾向は全国的にも云えることであるが北海道においてこの傾向は特に著しい。

　　全道における医療・保健従事者数および施設の立地状況をみれば，第5表のように市部に

おける医師・備科医の集中が目立ち，入口1，000当りの医師数も市部と農村では格段の開きが

認められる。この医師配置の不均衡は助産婦・看護婦の分布から更に病院・診療所の配置及び

ベッド数についても岡様な傾向が認められ，人口1，000当りベンド数をみても市部平均10．6ベ

ッドに対して支庁平均4．05ベンド，農村平均に至っては僅ずかに2．33ベッドと市部に比して

20％程度に過ぎない恵まれない状態にある。

　　第6表・策2図は調査対象6ケ町村について医療・保健従事者数，施設数およびその分布

についてみたものである。

第5i菱　　全道医療保健施設及び従事者数（32．3．31現在＞1）

全 ・道

…　数（想理叢）

医　師　数（人1コ1，000当り　医　師　数）

撫科医師数（旛羅翻厳）

保工数（ノ＼｝二i1，000）．1／Gり傷と｛建舞轟；数）

助産婦数（人「＝11，000漁り　助1～歪妬｝委髪）

37，302　｛7．4）

3，951　〈O．79）

ユ，234（0．25）

　748　（O．15）

2，003　CO．40）

支 庁 市 部

ll，092　（4．05）

1，］．95　（O．48）

　415　（O．27）

　367　（O．14＞

　942　〈O．37）

9－6，21．0　（10．6）

2，756　（1．11）

　819（O．33）

　381　（O．15）

1，061　（O．42＞

農 村

1，737　（2．33＞

268　（O．34）

　84　（O．li）

154　（O．20）

2ro6　（O．33）
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第6表　6力町村内医療保健施設数及び従事者数（32．3．31現在）！）

人

’ll，1：　　　　帯

口

数

病　院　数（ベッド数〉

医　　　院・診療所数

伝　染　病隔　離病院
医師数（人i：＝i1，000当り　　医　　伽ti　婁気）

胴医師数（人1二11，000顯りf超禾斗1筆自前姿気）

保健婦数（人口1，000三当り　｛呆｛建妬｝凌文）

助産婦数（人1口1，000当り助扮口囲｝委文）

秩父別村

7，048

1，175

．．’

@（uaL）

　　5

3　（O．42）

3　（O．42＞

1　（O．14）

3　（O．42）

中富良野村

11，105

1，771

1　（35＞

　　3

　　1
7　（O．63）

1　（O．09）

．一
@（rm）

2　（O．18）

女満別町 芽室田∫

10，506　1　17，131

1，794　1　2，938

1（42）　1　1（60）

　　2　1　4
　　1　1　　　　1

4（O．38）　1　5（O．29）

1〈O．10）　1　2（O．12）

3　（O．9．．9）　1　4　（O．23）

4（O．38）　1　2（O．12）

鶴居村 八雲lll∫

4，824　1　21，480

　840　f　4，080

一一一@（一）　1　2（318）i）

　　2　］　13
　　1　1　一一一

1（O．21）　1　19（O．89）

一一一 i一）　1　6（O．2s）

1（O．21）　1　7（O．33）

2（O．42）　i　15　（O．7｝

　　　1）　圏立結核療養所1（210）を含む

　　医療関係従事者数のうち医師・歯科医数は人口規模段階によるよりはむしろ立地条件と経

営形態による差がかなり認められ，入口1，000当りの医師は中寓良野村0・63人から鶴居村0・21

入と水田・畑作・酪農の順に段階的に減少する傾向がある。ただし中心市街地が地域巾心都市

的な性格をもつ八雲町にあっては医療施設の充実に伴ないO．89入と全道の市部平均に近い嫉

を示している。

　　　　の　　　　　　　　　　　　

　　次に医療施設についてみるに，鶴居村・秩父別村にあっては病院施設を欠いているが，申

富野村以上の人口規模の町村になるとベッド数35～60程度をもつ病院が設けられている。　こ

れらの病院は闘民健康保1疹ミ組合（中富良野；付・女満別町）・EI木赤十字社（芽室町）・1】IT立（八雲

町）によって運営されており，診療科目は内科・外科・産婦人科・物療科が主である。その他

　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　
各町村共その入口規模に応じた若干の口入病院・診療所をもつているが，このような医療施設

の殆んどは中心市谷1地に立地している。潟興部にあっては八雲町の岡三のように連担戸数200

戸以上をもつ副市街地において医師の常駐する診療所がみられる程度で，その他は定期的な医

師の出張診療が講｛了街地または部落中心にある診療所または公民館などを利園して行なわれて

いるに過ぎない（例一女満別町lli哩・申富良野村1胆申）。なお八雲町においては中心市街地に国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　立結核療養所の他門に八雲地区の保健・衛生行政を司る保健所の設置がみられるが，これは八

雲町の人口規模と立地条件に基づくものと考えられる。

　　の　　の　　コ　　　

　　助産婦数とその分布は6ケ町村それぞれ区々であるが，芽室町・中富野里聾rを除いては大

凡全道平均入口1，000当り0．4入と同等またはそれ以上の分布を示している．　その町村内にお

ける立地傾向は中心市そ海地のみならず副司｛了街地・部落での立地がかなりみられ，総数のうち約

半数程度は周辺部に分布している。

　　このような農村における医療・保健施設の不備は農村そのもののもつ社会・経済事情とく
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に集落構造に原因をなすものと考えられるが，その不備を補うためか，最近農村においては保

　　　　　　　　　ロ　
リ

健婦制が採用され，保健婦が町村内を巡回して部落民の保健・衛生の管理・指導にあたるよう

になった。保健婦は人｝コ1，000当り磯村平均0．20入で市部平均0．15人よりも高い分布を示して

いる。

　　　　　　　　　　§5　農業関係施設

　戦後の磯地改革によりll斐需地の大部分が農民の所有となり，農業の発展に新らしい撰機が

与えられたが，同時に生産者である農民は地主制の介在なしに資本主義経済に直面するように

　　　　　　　第7表実雄事業別組舎数（31年度農協センサス）8）

　調査農協総数　　335

実施事業山
開

購

販

農

教

FH

　　　　用
　　　　買
　　　　売
業　倉　庫
育　情　報
休　協　約

実施組合数

330

331

330

295

247

46

加

］二

製

造

業

農

業

精米麦．製粉1　2・・

　　　　　1製　 め　 ん　　 18

製　 ぱ　 ん　　　2
菓　　　　子　　 19

搾　　　　油　　 43

でん粉及び加工　　　 44

味　噌・醤　油　　 21

畜産ビン罐詰　　　7
曽謡乎し力口二［二2
恥く産4衆力「i］二5
漬　　　　物　　　2
製材及び木工　　　 4

製　糸　紡　糸　　　4

織　　　　物　　　4

わら加工　
12

農機具修理　　41
そ　　の　 他　　　15

開　　　　墾
ヨニ 地　改 良

土　地　管　理

水利施設設置
水　利　　 理

53

218

18

28

8

実施副業別

生

産

業

医

療
事

土地交換分舎
発　電　受　電

蚕室尚飼育
病虫害共厨防除

家畜葉同飼育
共閥人工受精
共　同　採　種

そ　 の　 他

．…等⊥

共

済

業

病　　　 院

ll、，　療　 所

照 保代行
そ　 の　 他

生
活
文
化

圏

そ

の

他

生　命　養　老
1，ll　命　定　期

農家建物厚生
農家建物火災
そ　 の　 他

共　岡　炊

理　 髪　 弔

文　　　 庫

く　　　ソ　　　ン

生活用品貸与
そ　 の　 他

市町村金庫
簡易郵便局
有　線　放　送

運　送　　業
そ　 の　 他

実施組合数

4

29

12

110

28

119

88

17

4

2

5

3

234

40

240

55

49

2

4

16

20

17

39

14

17

89．

3

3
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なった。このため農業協同組合の機民が資本主義経済に対応する紺織としての役割が重大とな

り，戦時・戦後を通じての統制経済の影響もあって，生産物の集荷・販売，営農物資および生

活資材の購入，あるいは再生産のための金融，各種農業施設の利用等はほとんど三岡組合の組

織を通じて行なわれるようになっている。

　　現在農協の行なっている事業をみると，信朋・購買・販売・共済・利用・農村工業などの

経済事業のほか，更に生産指導・医療・生活文化などの非経済事業があり，その範囲は極めて

広汎・多岐にわたっている。　本道の農協の31年度における事業状況をみれば第7表の如く，

信用・購買・販売の各事業はほとんどすべての組合が行なっており，これについで農業倉庫・

教育情報事業が多い。その他の事業のうち半数以上の組合が行なっている蜘業を挙げると，加

工製造業における精米麦・製粉，擬業生産事業における土地改良及び共済事業における生命養

老・農業建物厚生等があり，そのほか丁丁二二：El．受精・病虫害共矧二二・有線放送・共同採種な

どが多くの組合で取扱っている事業として挙げられる。このように農村内に立地する農業関係

施設のほとんどは農協によって運鴬されており，個人的な経営の施設の立地は極めて稀である。

第8表　6力町村農業協i司綴合の概況（32．3現在）8）

水 仕i 畑 作

秩父別村　　中富良野村　　女illi別町　　芽室町

　　醗
…鶴　居「．村…

ゆ裡1幌　呂八雲町
農家ノ三丁数　（國1」まイ瞥）　　　　　789．f」まイ讐

農協組合員数　　1，107人

1農家当り　　　　　　　　1．41人組　合　員　数

農協賑員数（人）　　50人

糖牒響姦　・5・・…L

1，374

1，902

1．39

102

53．6

971

1，125

1．16

　53

47．0

1，676

2，052

1．22

　9
58．0

365

402

1．iO

28

69．8

283

302

エ．07

31

99．5

998

1，le8

1．12

　59

53．2

農業禽庫
　7棟
i635坪）

　王9
i1，249）．．．酬　闇　閲　㎜　｝　、　一　i　．「　　　　　　　　．

15
i929）

　19
i1267）

　5
i252）

　3
i307）

一　巾　．．曲　．内　油　、「　曜　　．　｝　L内　．．…　一　．　｝　一　…　㎝

農業創電坪数
0．90 0．62

‘農家世帯数
0．81坪 0．96 0．76 0．31

r一・．hW一一一一一．削…．w一皿一〒．「一

利 精米・麦・

ｻ粉工場
同　　　左 同　　　左 左 岡 左 同　　　下

用 醜造工場 同　　　左 同　　　左 濁　　　左
そ
豆腐工場 製めん二i＝場 澱粉工場 左 搾油工場

加
の他

鉄　工　場
農　機　具

C理工場
製ソ）ん工場 農　機　具

C理工場
1本　二1二場

の 蹄鉄工場 同　　　ノ〒三 左 集　乳　所 蹄鉄工場工、

利
農機具サ杷ス
ステーション

用 製縄工場
力11

肥料配信工場 小水力発電 小水力発電
　　　工

堰@施 洋裁学院
ガソ　リン
Xタ　ン　ド

設 家畜診療所 同　　　左 岡　　　左 同　　　左 同 左 同　　　左

人工受精所 岡　　　左 同　　　左 同　　　左 同 左 詞　　　左

i 有線放送 圃　　　左 左 同左 傭裡のみ）
1
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　　農協の行なっている事業を調査対象農村についてみると6ケ町村共信用・販売・購買・農

業倉庫・共済事業のほか精米麦・製粉・製めん・澱粉製造・醸造・蹄鉄・農機具修理等の加工

製造事業及び家畜診療所・人二［二受精・有線放送所等極めて広範囲にわたって事業経営が行なわ

れ，更に中富良野村では洋裁学院，芽室町ではガソリンスタンド，鶴居村・芽蜜町においては

小水力発電所など特殊な事業にまで及んでいる（第8表）。また組合員数をみても1農家当り1・1

～1．4人程度で殆んどの隠家が組合に加入している。　このように主要な農業関係施設は殆んど

農協組織によって経営されており，個人的に経営されている施設としては僅かに家畜診療所・

装蹄所・農機具修理工場などの立地がみられるに過ぎない。

　　これらの農業関係施設は農協の経鴬であると個人的な経営であるとを問わず，農村として

営農上不河欠な施設であり，町村規摸に応じてそれらの立地傾向に程度の差異こそあれ殆んど

すべての町村に立地している施設である（第5図）、
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　　一般に農協はその全町村約な組織の中心として中心市街地に本所をもち，更に集落の規模

に応じて部落中心または調市街地に出張所あるいは支所を設けている。これらの農協本所及び

　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　の
支所は概ねそれらに附属して購貿手売店をもち，肥料農薬等の生産資材は勿論食料品・雑貨か

ら衣料品に至る各腫の生活物資の販売を行なっている。

　　第6図は全道の農協につき職員数と紐合員数との関係をみたものである。職員数は平均組

合員1，000人当り46．9人を示しているが，1，200人以上の組合員をもつ農協においてその値は

漸次減少する傾向にある。

　　　　　　　の　　　　　　　の　　　　
　　農協経営の農業倉庫は北海道農村’の特徴1約な施設の一一・つである。一般に水田・畑作農村に

おいては農業倉庫の規模は大きく農家！世帯当りの倉庫野積は0．76～0．92坪を示しているが，

酪農村では規模は比較的小さく1世帯当り0．5坪程度になっている。その立地傾向は，秩父別・

中富良野村程度の集落規模では殆んどが中心了｛ゴ街地に立地しているが，それ以上の規模の町村

になると中心市街地のほか主要な部落中心または舗市街地での立地がみられるようになる。各

町村共生産物の出荷は殆んど農協によっていると考えられるから，農業倉庫のこのような立地

傾向は，農産物の出荷と農業経営形態並びに集落規模との関係を示すものとして注目に値し

よう。

　　その他の農業関係施設の立地傾向としては，秩父別村にあってはこの種の施設はすべて中

心常街地に立地しており周辺部での立地は認められないが，中富良野村・女満別町おにいては
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　

肉畜診療所・装蹄所の立地が部落中心にみられ，芽室町程度の集落規模になると以上のほかに
　　　　　　　　　コ　　　　　　　の　　　　　　　り　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　ロ　　　　　　　の　　　　　　　ロ　　　　

副事街地的な単位で入工受町所・農業改良根談所・集乳所・農機具修理場などが立地するよう

になる。なお鶴居村・八雲町にあっては町村域の広大であるのに比較して周辺部施設の充実度

が低く，それはこの程度の疎開度の高い周辺部の集落においてはこの種の施設の立地が極めて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　の困難であることを示しており，このため八雲町では部落毎にわく場を設けて家畜の出張診療・

検診を行なっている例もみられる。

　　次に集荷・集乳についてみるに，これらは一般に農家から部落・副市街地・中心市街地の

　　　　　　　　　　賑
寅

抜
1　v）　rlK

紛（，

う。 　　　　リ　　　ノマンペノ

L笠●●⊥
0　　　　　うOO

　　第6図

　Ye－to　一一’一pmtoo　’iiktRJanvoo　pmtogk

　　　　　　　　　　　灘合1｛絞

農協組合員数と甑員数との関係
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系列で農協および乳業会社の集乳所または工場に結ばれている（第5図）。

　　ロ　　　　　　　　　　　　

　　集萄単位については，前述の集落内における農業関係施設である農協支所・農業倉庫およ

び食糧検査事務所等の立地傾向から，秩父YJIj村・中富良野村のように各部落が直接に中心〒if街

地の集荷域に含まれている場合と，：女満別町のように数部落単位で中心・市街地の集荷域に含ま

れている場合と，更に芽室町・八雲町のようにいくつかの謝市街地単位の集荷域をもつて中心

市街地に結ばれている場合とでは集落構成との関連において段階的な差異が認められる。
　　む　　　　　　　ゆ　　　　　　　　

　　集荷ルートも秩父別村・中富良野村の程度では農家は全町村費に直接中心市街地に給びつ

いているが，女満別町以．ヒの段階になると燭辺部にある各集荷単位中心と中心τド街地とを結ぶ

主要な集荷ルートが確立される。
　　の　　　　

　　集乳は近年トランク輸送の発展によって，集乳所または工場と生産者との間に町村内の主

要幹線道路に沿って集乳ルー｝が設けられ，生産者は直接附近の集乳ルート脇の集乳台まで出

乳し，これらを農脇または乳業会社のトラック等が集乳所あるいは工場へ運搬する方法をとる

ようになり，更に乳業会社の集乳競争の激化によって農家の庭先集乳を行なうものまで出るよ

うになり，集乳所または工場と個々の農家との直結を促すことになった。しかし冬期聞トラン

クが通らない地域では部落的なまとまりをとり馬そりなどにより輪番制で出乳することが行な

われている。

　　　　　　　　　　　　　　　　§6　　商業関係施設

　　この項は集落内における商業施設及び一Y’　・一ビス施設についてその立地傾向を集落構成との

関連においてみたものである。

　1．商業施設

　　一般に商業施設はそれぞれの取扱う商晶のもつ特性，顧客の要求頻度・選択性などに従っ

て経鴬的に可能な様々な立地傾向を示すものと考えられる。これらはまた集落の規模及び発展

段階，更に周辺都市の商躍の影響などその立地する環境条件によってその数・分布・専門分化

の程度等に段階的な差異がもたらされている。

　　集落の発展段階に伴ない立地する繭業施設の成立傾向と専門分化の過程を調査対象農村に

ついてみるに，6ケ町村共商業施設の殆んどは中心市街地に集中的に立地して，それらの問に

ある程度の専門分化が認められるが，副市街地・部落平心と溺辺1獺こ至るに従って急激にこの

種の施設の種類と数を滅じ，末端の部落中心においては極めて身近かな摂常生活胴品を取扱う

雑貨屋1～2軒かまたは皆無という状態になる。

　　先ず周辺部において部落申心的な単位のまとまりに対して立地しているこの腫の施設はす

べて酒・たばこ・調味料・菓予・1幻護指当雑貨等の附近住民の1’1常的な購買欲求を満たす多種の

商晶を両一店舗内で取扱う雑貨店的な性格のものであり，これらが主要な部落中心的な位置に

1・2軒ずつ散在しているに過ぎず，　唐舗規模も小さく農i家の副業として経営されているもの
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が多い。

　　鶴居村のように特殊な地理的環境をもつ集落や芽室町・八雲町程度の規模をもつ集落にな

ると，前記の部落中心のほかにある程度の連たん戸数をもつた副市街地の発生がみられる。こ

れら醜市街地内の商業施設もまたその大部分が未分化な状態にあり，日用晶雑貨店がその市街

地規模に応じて雑劇集まって構成されているのが普通であり，その他には農機具修理店（販売

をも兼ねた）や豆腐儘のような製造小売店の立地がいくらかみられる程度である。

　　中心市街地については鶴居村のように人口4，800・人糞；密度7．8人／km2と極めて概らな戸

口の拡がりをもち，且つその地形的な影響から雷裡・幌呂の2地区に大きく分けられ，互に孤

立化した築落を形成しているものでは全村的な満圏をもつ商店の立地が極めて困難であり，得

業施設も従って未分化な状態におかれている。中心市街地である中雷裡においても，商業施設

としては小売商店が｝射…i鳥類雑貨・各種：食料挙国を取扱っている店舗と衣料品・小間物更に化粧

品・履物までを取扱っている店舗の2つに大別される程度であって，専門化した業種は殆んど

みられない。その他のものでは僅かに農機只類の修理・販売と装蹄所を兼ねた鍛治屋が立地に

しているに過ぎない。この傾向は全村的にみれば副市街地であるが実質的には幌呂地区の中心

的な市街地である中野呂においても同様である。

　　秩父別村・中良野村・女満別1町のように入⊂17，000～11，000孝呈度の規模をもち，人口密度

も比較的高く，かなり集約化された農業経営のみられる農村の中心市街地では醜述のような雑

貨店的な性格をもつた店舗の立地が依然として多くみられるが，ある程度1店舗内での取扱商

品が整理されて各種食料1粘店・1衣撃1店・薬・化粧晶店などの分化が行なわれ，更に瀬戸物屋・

肉麗・書籍文房具店・写真材料店などの専凹店及び豆腐・柾・畳・桶などの製造小売店の立地

がみられるようになる。

　　人V■　17，000の芽室町程度の1凱模段階になると4＝1心市街地における店舗の専掌分化は更に進

み，各種食料暴雑貨店力〉ら八百屋・酒・調味店，各種衣料品店から呉服屋・小間物歴がそれぞ

れ分離する一方，靴屋・電気器具等の専門店も立地するようになる。更に八雲町のように人日

20，000を超え，中心市街地の連たん戸数が2，000戸程度の規模段階になると，中心市街地は周

辺町村との関連からむしろ地域中心平帯としての性格をもつようになり，その繭圏も自らの町

域を超えて他の周辺町村へと拡大される関係から，中心市街地における業種の専門分化は一段

と著しくなり，運動具店・楽器ll三・i引藍屋など都市的な色彩を帯びた専門店から各種の卸売店及

び商社｝」＝1張所等の立地もみられるようになる。

　　ここに注意すべきは，農村においては一般に農協購買部ヨ佐びに行商が村民の物資購入上皇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　の　　　の　　　　　　　　
めて大きな役割を果していることである。農協購買部は前節で述べたように主要な農協事業の

1つとして取挙げられており，～般に中心市そ」ぜ地に村の百貨店とも云える売店を開き，主要な

｝1四丁街地にその出張販売部を設けて，全町村的な販売組織を作っている。その取扱う臓目も肥

料・農薬などの営農資材から食料晶・雑貨衣料品などの生活物資に至るまで，頗る多岐にわた
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第9表　商業・サ・・一．ビス・慰楽関係施設と人口・世帯数との関係
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町　村　名

各

種

食

料

品

店

衣

料
．

身

廻

品

店

食料晶・雑貨店

鮮　　魚　　店

バン・菓子店

肉　　　　店

酒・調味料四

八　　百　　屋

茶　　　　屋

各種衣料品店

綿・布団店

洋品・小間物店

履　　物　　店

各

種

専

門

店

轡籍・交房具店

薬　　　　崖

自　転　車　店

電気器具店

時計。メガネ店

荒・金　物　店

鶴居村 秩父別村 中富良野村

16　（10）i　14　（3）　1　20　（8）

　53　1　84
30ユ　　　504

　2（1）1　3
420　］　392
2，412　i　2，349

　　　　　6
　一　1　195
　　　　1，170

　　　　　1
　一　1　1，175
　　　　7，049

　＿闇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一

　國　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　

　4（1）1　6
210　1　195
1，206　1　1，170

　2　（1）

420　1　一
2，412

　nt　t　．trt

　．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「m

　1840
4，824

　1
1，175

7，049

　3391
2，349

　3391
2，349

　2588
3，525

　1
1，175

7，049

　2588
3，525

　88
　555

　2　877
5，553

　7　250
1，586

　2　877
5，553

　3　585
3，701

　11，754
11，105

　6　292
1，850

　2　877
5，553

　2　877
5，553

　2　877
5，553

　2
　877
5，553

　2　877
5，553

　3　585
3，701

　11，754
11，105

　2　877
5，553

女満別町

　20　C4）

　90
　525

　2　897
5，253

　5　358
2，102

　2　897
5，253

　3　598
3，502

　11，794
10，506

　7　256
1，500

　3　598
3，502

　2　897
5，253

　2　897
5，253

　3　598
3，502

　3　598
3，502

　5　359
2，101

　11，794
10，506

　11，794
10，506

　2　897
5，253

芽室町 八雲町

　33　（12）1　68　（26）

　88　1　58
　519　i　304
　8　（1＞　1　18　（6）

　368　1　219
2，141　1　1，149

　8　1　10
　368　t　394
2，141　［　2，068

　3　1　4　965　i　986
5，710　i　5，170

　4　1　3　724　］　1，314
4，283　1　6，893

　2　1　31，447　1　1，314
8，565　F　6，893

　1　1　32，894　1　1，314
17，131　i　6，893

　11　（1）

227
1，557

　2
1，447

8，565

　3965
5，710

　3965
5，710

　4724
4，283

　3965
5，710

　9ほ）
329
1，903

　4724
4，283

　3965
5，710

　4724
4，283

　11　（1）

358
ユ，880

　3
1，314

6，893

　5788
4，136

　5788
4，136

　4985
5，170

　4985
5，170

　5　（1）

788
4，136

　6657
3，480

　4985
5，170

　4985
5，170
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町 村 名

各

種

専

1週

店

鳩

薪

具

炭

店’

庸

2写　　　］」｛．［　●　プ」　メ　うみ彗

印

印

花

刷

鑑

屋

屋

運　　動　　具　店

製

造

小

売

店

豆 腐 崖

家　　s．巽　●建　タ｛　ノ1彗

柾

畳

桶

板

塗

金

装

屋

屋

屋

店

1占

鶴居村 秩父別村

　　　1

1，i7Jr

7．049

　　　1

1，175

7，049

サ

1
ヒ“

ス

関

係
施
設

　　　1

　840
4，824

一

理1

美

髪

容

館

1占

院

公　衆　浴　場

　　　2　（1）

　420
2，412

　　　2

　420
2，412

　　　1

　840
4，824

　　　3

　392
2，349

　　　2

　588
3，52rJ

　　　2

　」r88

3，525

　　　2

　rJ88

3，525

　　　1

1，175

7，049

　　　2

　588
3，525

　　　1

1，175

7，049

　　　1

1，172

7，049

　　　3

　392
2，34e

　　　2

　588
3．252

　　　1

1，175

7，049

Flq富喪野村

　　　2

　877
5，553

　　　　1

1，754

11，105

　　　　1

1，754

11，105

　　　2

　877
5，553

　　　2

　877
5，553

　　　4

　438
2，779

　　　2

　877
Jr C553

　　　2

　877
Jr，553

　　　2

　877
5，553

　　　3

　585
3，7el

　　　4

　438
2，779

　　　4

　438
2，779

　　　　1

1，175

il，105

女汚奄1弓ti　illf

　　　　1

1，794

10，506

　　　　1

1，794

10，506

　　　　1

1，794

10，506

　　　　1

1，794

10，Jro6

　　　5

　359
2，101

　　　2

　897
5，253

　　　2

　897
5，253

　　　2

　897
5，253

　　　　1

1，794

10，506

1

　　　3

　598
3，502

　　　，5

　359
2，101

　　　3

　598
3，502

　　　　1

1，794

10，506

芽室田∫

　　　3

　965
5，71e

　　　3

　965
5，710

　　　2

1，447

8，565

　　　　1

2，894

17，131

　　　　1

2，894

17，131

　　　　1

2，894

17，131

　　　5　（2）

　579
3，426

　　　7

　413
2，447

　　　2

1，447

8，565

　　　2

1，447

8，565

　　　6

　482
2，855

　　　　1

2，894

17，i31

　　　4

　724
4，288

　　　9　（3）

　329
1，903

　　　3

　965
5，710

　　　2

1，447

8，565

八雲町

　　　3

1，314

6，893

　　　3

　493
2，584

　　　4

　985
5，170

　　　　1

3，942

2e，680

　　　3

1，314

6，893

　　　3

1，314

6，893

　　　　2

1，971

10，34・O

　　　9　（4）

　438
2，298

　　　9

　438
1，298

　　　　1

3，942

20，680

　　　　2

1，971

10，340

　　　　1

3，942

20，680

　　　4

　985
5，170

　　　　2

1，971

10，340

　　　9

　438
2，298

　　13　（5）

　303
1，590

　　　4

　985
5，170

　　　4

　985
5，170
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サ

ビ

ス

関
係
施
設

慰

楽

関

係

施

設

町　　村　　名

　クリーニング店

仕

写

立　　　屋

真　　館

ガソリンスタンド

ハイヤー会社

葬　　儀　　店

劇　場・映画館

総副帥胴1轍野オ寸

　1
1，175

7，049

　1
1，175

7，049

　　1
1，754

11，105

　　1
1，754

11，105

　　1
1，754

11，105

　　i
1，754

11，le5

　　7
　251
1，580

　　2
　877
5，553

　　2
　877
5，553

女満溺町

　　1
1，794

10，506

　　2
　897
5，253

　　2
　897
5，253

　　2
　897
5，253

芽室町

各種飲食店

料　　理 店

パチ　ン　コ　店

マージャンホール

卓　　球 場

　3280
1，608

　1
1，172

7，049

　5235
1，410

　3392
2，34e

　1
1，172

7，049

　1
1，175

7，049

　　2
　897
5，253

　10
　180
1，050

　　3
　598
3，502

　　1
1，794

10，506

　　1
2，894

17，131

　　4
　724
4，283

　　2
1，447
8，E　65

　　1
2，894

17，131

　　1
2，89．　4

17，131

　　1
2，894

ユ7，131

　　1
2，894

17，131

　17　〈3）

　170
1，000

　　4
　724
4，283

　　2
1，447

8．s6rJ

　　1
2，894

17，131

八雲町

　　3
1，3］4

6，893

　　7
　567
2，954

　　5
　788
4，136

　　4
　98Jr
5，170

　　1
3，942

20，680

　　2
1，971

10，340

　　．5　（1）

　788
4，136

　29　〈2）

　135
　710

　　6
　657
3，480

　　3
1，314

6，893

　　2
1，971

10，340

　　i
3，942

20，680

　　（注〉各欄共上より施設数（｝内は部落にある施設数・1施設当り世帯数・1施設当り人口の順に示す

る品目の販売を行なっており，八雲町のように集乳網を利用して商晶の配達などを行なってい

るものさえみられる。このような施設は農家以外の一般の人々も利用できるため，これが小売

業者に与えている．影響は見逃し得ないものがあり，両者の関係については更に利用者である住

民の側からの調査によって確かめられなければならない。
　　　　　　　

　　行商についてみると，その取扱う品図は豆腐・魚・パン・菓子などの食料晶から薬・衣料

などかなり広汎な品冒に及んでおり，各町村三升んど全域にわたるサービス圏をもつている。

これは交通・医療・商業等の施設の不備に基づく農村の特殊事情を物語る1つの現象である

が，これが根本的な原因は農村の集落の在り方そのものに求められるべきものであろう。

　　これらの薦業施設を人口・鞭帯数との関連についてみれば第9表となる。すなわち1施設

当りの世帯数は日常生活に最も身近かな連がりをもっている食料品雑貨店では6ケ町村共総世
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帯数の如何に拘らず概ね50～90世帯であり，各種衣料品店にあっては200～350世帯程度の範

囲で成立している。また専門分化された店舗にあっては魚屋200～900世帯，肉屋900～1，100

世帯，履物・化粧晶・転籍・文虜具店などは800世帯前後で立1三血を見る。また製造小売店のう

ち豆前業・家具・建具店・板金店などが400～900細帯程度で立地をみており，更に柾屋・畳

屋などがこれに続いている。

　2．サービス旋設

　　6ケ町村における主要なサービス施設としては理髪店・美容院・公衆1密ミ場・旅館・クリー

ニング店・写真館，翼にハイヤー会館・ガソリンスタンドなどが挙げられるが，これらの施設

の立地傾向についても商業施設におけると同様なことが指摘される。

　　一般にこの種の施設はそれ自体の性格から部落中心的な段階での立地はみられず，ある程

度まとまりをもった規模の離市街地になって始めて立地する。集落規模段階の初期に現われる

施設としては理髪店が挙げられ，それは馬入町の祥栄・加美生，鶴居村の中略呂，八雲町の野

田生・黒岩などの副市街地にみられる。

　　’ii　一一ビス施設の立地を中心市街地の発展焼模段階との関連1こおいてみると，鶴居村の中心

布街地では理髪店・美容院（理髪lll忙兼業）・旅館を挙げ得る程度であるが，秩父別村において

は美容院の専業化と公衆浴場・写真館が新たに加わり，更に中富良野村・女li｛ll別町以上の段階

になるとタリー一・　＝一ング膚・ハイヤー会社・ガソリンスタ．ンドなどの立地がみられるようにな

る。

　　これらのサービス施設を入1＝i・世帯数との関連についてみれば（第9表），理髪店・美容院

では1施設当り世帯数300～440程度であるが，　旅館・浴場・写真となるに従って1施設当り

の世帯数は多くなり，　タリー一　＝ング店・ハイヤー会鮭ではそれぞれ1，700及び2，900以上の世

帯数になって始めて立地している。なお一Y’　・一ビス施設のうち公衆浴場・クリ・一・　＝ング店などは

その殆んどが市街地居住者によって利用される関係から中心布街地の規模によってその立地が

決定されると考えた方がより緊切な施設である。よってこれらを中心市街地の連たん世帯数と

の関連においてみると公衆浴場は！施設当り350～500世帯程度，タリー一　＝ング店は350～900

世帯程度の割合でそれぞれ立地していることが知られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　§7　慰楽関係施設

　　近来マス・コミュニグーションの発達と共に大衆娯楽の企業化が進められ，都市における

慰楽施設の飛躍的な普及・発展には驚くべきものがあるが，農村における慰楽施設は都市のそ

れに比して極めて貧しく獄つ未分化な状態におかれているのが一般である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　サ　　　　　　　り　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　の

　　調査対象6力町村における慰楽施設としては劇場・映：画餌1・パチンコ店などが主なもので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　の　　　　　　　　　ロ　　　ロ

この外にマージャン・卓球・t・　・一ル及び多分に慰楽的性格を帯びた撃1理店・バー・飲み屋などの
　　　　　　　　ロ

飲食店が挙げられるのみである。
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　　これらの施設の立地傾向を集落の規模段階との関連においてみれば，入口4，800の鶴居村

の規模段階では慰楽関係施設は殆んど立地しておらず僅かに中心市街地に小さな飲み屋がみら

れる程度であるが，人U約7，000の秩父別村以上の段階になるとその中心市街地に映画館・パ

チンコ店などが立地し，飲み屋の外に料理店などもみられるようになる。このような段階にお

いて料理店の不足を補なうものとして，旅館がしばしば各種の会合・宴会に利用されている例

がみられ，これらの旅館は都市における割烹的な性格をも併せもつて立地していると考えられ

る。更に人口17，000を超える芽室町・八雲町の規模段階においてはこれらの外に卓球ホール・

マージャン荘などの立地や飲食店の専門分化がみられ，施設数においても前段階の田跡寸に比較

してある程度の充実が認められるようになる。

　　これらの慰楽関係施設を入口・世帯数との開連においてみると（策9表），映画館・パチン

コ店などは概ね1施設当り800～1，800世帯，各種飲食店にあっては八雲町を除き1施設当り

170～280世帯の範囲で立地している。八雲町のみは1飲食店妾り135世帯とこの種の施設の格

段に充実していることを示しており，この点からも八雲町申心市街地の都市化の傾向を窺知す

ることができようt」

　　なお副市街地においては八雲町の野田生に小さな映画館が立地する以外は，飲食店が芽室

町・八雲町の副市街地のいくつかにみられる程度である。

　　このように農村における慰楽関係施設の立地はその経営が困難であるという理由から量的

にも質的にも都市のそれに比較して極めて貧しく，しかも周辺部の部落においてはそれが皆無

に近いのが一般である，この乏しい慰楽をおぎなうものとして，農村においては従来祭・盆踊

りなどが農業と結びついた年中行事として全村的な規模で催され，更に学校・公民餓などを利

用して行なわれる映画・演芸会や小・申学校の運動会・学芸会などが単調な農村生活に潤いを

与えるものとして極めて重要な役罰を果してきたが，戦後ラジオ・テレビ・有線放送の普及並

びに交通機関の発．達により，農村においても都市的な娯楽の進出が目立つようになり，農村生

活における慰楽の内容も漸次その変容が看取されるようになった。

§8　工業関係施設

　　農村に立地している工業関係施設はその殆んどが農産物を原料とする製造工場か或いは営

農資材の製作・修理工場で占められている。これらはいずれも農村工業的な色彩が濃く，且つ

1施設当りの経営規模も小さく，大部分が地域農民のILI常的な必要に基づく一次加工或いは機

具修理などの需用を満たすサ・・一・ビス的な性格をもつ工業であるのが現状である。最近農業経営

の合理化，更には農村における二・三男対策の一環として農村工業の振興が漸く真剣に取挙げ

られるようになってきたが，それらは前述の程度の規模・内容のものが多く，その本来の意味

するものからは程遠’いのが現状である。

　　第10表は調査対象6ケ町村の工業関係施設を一括したものである。6ケ町村共食料品製造
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第10衷　6ケ町村従業者数別府場数1）（31隼三）

経営形態
　じ　烈　名

従業者数

水 田

秩父別村 中富添附

畑 作

食：料品三製造業

紡　　繊　　野

木　杉・木製晶
製　　造　　業

ガラス及びdr．石

製晶製造業
機械製造業　　一

壷具及蕪装慢・

印　刷・出版業

その他の製造業

総 数

3人

3

4人　3人
．以．よ．．以下＿

2

女満量ll概r

姦鎚奈齢
8

4

2

1

1

　　　 h　　　　　

1713

　　　2

2

酪 農

5

21　3

4　i15

1

5

1

2

18　］　9

　　　　　　　！　　　　　　　　r，，　ll

．…

　1
41

1

7

4・

3

2

2

1

1

2

6ケ町村
合

3人　4人

28　1　14　1　67

3　1　8　1　11

4

4

1

1

2

3

鮒齢

23　1　13

1

11

7

4

ETrml16，一Fi，II，1

25

3

13

2

6

2

4

6

61

業が圧倒的に多く全工場数の57％を占めており，　その他のものとしては木材・木製品製造，

機械製進，家具及び装備品製造業が比較的大きな規模の町村にみられる程度である。工場規模

を工場従業者数についてみると，従業者3入以下の工場が総数の60％以上をも示しているが，

これはこれらの農村に立地している工場の殆んどが小企業のもので占められていることを物語

るものである。特に食料晶製造業は73％迄が従業員3人以下の規模の工場である。
　　の　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　の

　　食料品製造工場の業種をみると，各町村共殆んど総てが農産物を原料とする一次加工工場

であり，精米・精麦・製粉・みそ・しよう油の醸造などの工場は各町村に共通して立地してい

る。これらは生産港から委託加工を行なうサービス的な性格のものが大部分であり，濃協の経

営によるものが多い。その他の食料品製造業としては畑作農村で多くみられる澱粉の製造及び

製飴・製あんなどの二次加工工業，更に酪農村における製乳ニェニ場と農業経営から生ずる特徴あ

る工場の立地がみられる。また芽室町以上の農1。寸規模になると，これらの：拶易もかなり企業化

され，酒造・搾油などの工場も立地され，八雲町においては製粟・清凍飲料水製造工場の立地

もみられるようになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　の　　　　　　　　　り　　　　　　　り　　　　　　　　の　　　　　

　　その他のこ1二場では木工場・家臭建具工場などの木製鈷製造工場及び各種機具の修理・製作
　　　　ほ

工湯などが比較的多く立地している。これらはそれぞれ集落規摸段階に応じた規模と立地傾向

を示し，その初期の段階である各種機具修理・力1口こなどサービス的｛生格を・もった工場から成立

つ鶴居村・秩父別村階から，自重掴1〔修理工場・1幾絨製作工場・プロソク工場などをもった八雲町

に及んでいる。

　　このような工場はその殆んどが中心市街地内またはその附近に立地しており，縦了！∫街地的

な立地傾向をもつものとしては小規模な精米・製粉工場及び鉄工場などが挙げられる程度であ

る。なお畑作農村では澗辺部において未粉澱粉製造工場の立地がみられるが特徴的である。
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　　　　　　　　　　　　　　§9　交通・通信関係施設

　　北海道の農村は既述のように一一般に散居制を基盤とし，稀薄な密度で広汎が拡がりをもつ

ものが多く，しかも寒冷・積雪による悪条件がこれに加わるため，これらは相まって集落内に

おける交通・通信施設の拡充を技術的・経當的にも困難ならしめ，ひいては農村生活そのもの

の近代化を著しく妨げてきたのが実状であった。

　　しかるに，戦後わが圏の民主化の推進並びに北海道総合開発の進展に伴ない，本道農村の

生産及び生活面に画期的な改善の納しがみられ，多年未開発のままでおかれていた交通・通信

施設においても漸く近代化が進められ，従来とかくaれらの面で恵まれなかった農村の社会生

活の将来に明るい期待を懐かせるものがある。

　　第11表は最近における北海道の交通・通信施設の発展の推移をみたものである。

　L　交通・輸送施設

　　農村内の主要交通機関として馬車（馬そり）・自転車・バイク・バスなどが挙げられる。従

　　　　　　　　　　　　第玉1表　全道の交通・通信施設の推移15）

年 度

車
輌
台

数
と

増
力口

指
数

バ

ス

利
用

状
況

有

線
放
送

霞

話

貨

乗

バ

物

車

用

田

ス

軽　　自　　動　　車

普及率（台／100世糊

自　　　転　　　　車

普及率（台ノ100世糊

路線延長

：支

市

全

角

部

一

輪　　送　　人　　員

走　　行　　粁　　程

利　　　罵　　　率（聖人）

施　　　　設　　　　数

加入戸数（スピーカー数）

1施設当りスピーカー数
　　　　　　（ケ雌麹

台　　数

世帯当り

所有率

支

市

庁

部

支

市

庁

部

26

　　を
13β78（1．00）

2，419（1．00）

　981（1000）

1，170　（1．eO）

O．1

263，625　（1．00）

　32．6

　ぬロ
6，002（1。00＞

596（1．00）

6，598｛1．00）

　でん
69，936（1．00＞

　16．0（1．00＞

（27年）455ケ所

　62，417戸

　　1＄7ケ

26，105　（1．00）

32，890　（1．00）

O．053

0．104

28

　石22，827　（1．71）
4，838　（2．00）

i，341　｛Z．37）

30

　苔”
32，405　（2．42）

7，160　（2．96）

1，633　（1．66）

32

6，201　（5．30）

　O．6

　　苔
45，649　（3．41）

9，765　（4．03）

2，00g　（2．oJr）

15，978　〈13．65）

　L8
Zstglllggmuillg51nvs3s61．s3）　lum－so6，0041ilg2）

，r，1．0 56．4

　kl脚y．1　　閲1‘　　km　1
7，593（126）　1　　　　　　8，111（L36＞
　　　　F1，110　（1．86＞　1　2，167　（3．65）

s，703（1．s6）　1

　　　　　　10，278　（2．50）
　　　　i閲　』
　チ　
96β82（1．38）

　2！．O（1．31）

　モん132，115（1。90）

40，053千粁

　27．7（1．73）

　536ケ所　　　　380ケ所

80，391戸　　　103，086戸

　150ケ　　　　　271ケ

　　　　　1　3g，433　〈1．so）

　　　　　　52，556　（1．60）

O．088

0．125

27，972　（23．90）

　2．9

59Z769　（2．27＞

　63．0

　　rtv’it’｛””

8，927　（1．49）

3，157　（5．30）

12，086　（3．39）

　t’t華人「
179，720　（2．56＞

53，300『二毛

　36．2　（2．27）

　439ケ所
124，399戸

　283ケ

41，999　（1．60）

81，472　（2．50）

O．095

0．エ58
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庸王2表　6ケ町村交通・逓信施設概況1）

経　　営　　形　　態

「llT 村 名

車
蠣
台
：数

と

菩

朶

率

貨　　　物　　　月ヨ（台）

乗　　　　　用（台）

バ　　　　　ス（台）

1隆　　白　動　　華（台〉

普及蔀（台／100世イ粉

　臼　　　転　　　車（台）

　普及率（台／100i．［踏夢）

1　．，．．　．．　．．　．．．．r．一．一．．ww．rm．…．．．．

冠　　　話　　　器　　　数（ケ）

普及率（台／100重塀粉

水 田 畑 作 酪 農

縦距・職酬．女満・団坐紬．、

14

16

15

1．2

1，564
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ee　餅裡．久著呂地葎ζについてみたもの

来馬車（馬そり）と自転車が村内の主要な交通・輸送手段であった農村においても，　交通機関

の発達と道路の整織・拡充並びに【圧雪の機械化に伴ないパス・軽自動車数の増加とバスルート

の開設，｝ラックによる集荷・集乳の普及が漸く目立つようになった。

　　車幅の増加傾向を全道的にみると，昭和32年度における車輌総数は26年度のそれの5倍

以上に達し，特に軽自動車（バイク・オートバイ・軽三輪車）の増加が著しく，その普及率は

29台／100世帯となっている。更に自転車の普及率は63台／100世帯であり，その増加率も市部

より支庁において著しい。対象6ケ111丁村についてみても第12表のように軽自動車1．1～4．1台／

！00世帯・自転車36～130台／100世帯の普及率を示し，これらが身近かな交遜機関として主要

な役i劉を果していることが窺われる。

　　コ　　　コ

　　バスの増加傾向を全道的にみると昭和32年度におけるバス台数は26年度のそれの2倍以

上，輸送人員は2．56倍にも達している。しかしながらバス路線の開拓については，支庁のそれ

は市部に比して甚だしく立ち遅れている。第7図は各町村内の交通・通信施設を示したもので

ある。集落内のバス路線は主要幹線道路に沿い中心市街地く→認了1了街地⇔部落中心と各町村内の

各中心を系列的に連結しているのが一般的である。但し，単に白己町村内の連絡交通機関とし

て設けられている路線は6ケ町村のうち女満別ril∫の開陽線・芽室lil∫の上月生・祥栄・坂ノ上線

程度であって，その他は秩父別村・申富良野村・八雲町にみられるように，地域巾心都宙を核

とし筒辺町村の各中心を結ぶ連絡網の一部としてそれらの町村内に立地している例が多い。こ

のことはバスが単に集落内の交通機関としてのみでなく，鉄道と共に隣接市町村への主要な達

絡交通機関の1つとなっていることを物語るものである。このようなバスによる新しい交通網
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の開発は，それ迄は鉄道のみによって結ばれていた隣接市町村との関係を更に身近かなものに

したため，部落住民が購買・慰楽・医療などの欲求を満たすのにその町村の申心了i了街地を索通

りして，直接的により高度な施設の立地する地域中心都町を利贋する傾向を生じるようになっ

た。またi町村の調辺部においては，新しいパス路線の開発によって美幌町への直接的な結び付

きの強まった女満別町闘陽笥≦落の例のように，行政的な町村域とは無関係に交通的に便利な隣

接町村へのよい強い連がりを示す場合もみられる。しかしながら八雲町・鶴居村のような酪農

村畠にあっては立地上経営的な酒でバヌ無各線の開発が甚だしく遅れており，またその他の町村に

おいても冬期間及び融雪期に不通になる路線が今日なお多く見受けられる。

　　　　の　　　　
　　次に鉄道についてみれば，過去において鉄道は隣接市町村またはjl，llt隔地への唯一の連絡交

通機関であったが，現在においてもなお入員・貨物のi喩送において依然として重要な交通機関

であることに変りはない。それ故各町村共中心・市街地はすべて鉄道を1つの中心として発展し

ており，布街地形成の過程において鉄道の敷設によって駅中心への11了街地の移動が行なわれた

例として秩父別村・中富良野村・1渉室町が挙げられる程である。なおIIII村の立地関係から八雲

町のように鉄道が単に隣接市町村との｝塵絡のみならず白己巨馴寸内の主要な交通機関として利用

されているものがある一方，鶴居村のように村外への唯一の交逓機関として村営の簡易軌道し

かもたない未開発の農村もみられる。

　2，　通信・連絡施設

　　町村内の主要通信施設としては郵便局・有線放送・農村公ラ畏電話などが挙げられる。

　　先ず郵便局の立地についてみるに，一般に農村はその規模及び地形に応じていくつかの郵

便区に分けられ，秩父別村・中富良野村・女満別町は1，芽室町・八雲町は4，鶴居村は3の

郵便区から成り，概ねそれは副市街地的な発生傾向をもつ。郵便区は必らずしも行政区とは一

致せず，鶴居村における久著擁地区は隣接標茶町の塘路地区をも含んだ郵便区から成る。1局

当りの受持ち世帯数は巾心市街地に位置するものでは6ケ町村平均1，500世；iB；，　lll嘱了街地に位

置するものでは平均400世帯となっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　り　　　り　　各郵便区内の施設としては，各区共その中心施設として集配局各1局ずつをもち，女満別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　り　　　り　　　　
哩細生・八雲・一ヒ八雲の各郵便区にあってはこの外主要な部落中心に無集哲己局または簡易郵
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　

便局をもつ。なお集落の規模と拡がりに応じて末端部における郵便の集配業務を扱う集配所が

多くなり，巾俵良野村の1ケ所から鶴居村の5ケ所に及んでいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　部落に立地するポストは1基当り平均144世帯，　その配置もボスb間の最短距離平均39

kmと概ね部落単位の分布を示している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　サ　　　　　　　ロ　　　　　　　　
　　農村における通信・連絡施設の特殊なものとして有線放送施設がある。有線放送は戦時中

のラジオの共同聴取にその端を発するものであるが，　昭和26年頃より新たに町村内の連絡・

通報機関として取り挙げられ，全道的に増加の勢いを示したが，下野31年に新Tl了町村建設施

策の一環としてこれが施設の設置に対して補助政策がとられるようになって以来急激に普及・
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第7図　6ケ町村交通・通信関係施設分布図
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発展をみるに至ったものである。

　　6ケ町村のうち，八雲町及び鶴居村幌昌地区を除き全町村的な漁簡線放送網が作られている。

その組織は，本部を役場・農協または公民館などにi置き，部落単位毎に中継所をもち，中心市

街地から無灯地帯をも含めた部落の末端にまで全lllf村的な通儒網を構成している。その内容も

ラジオの共同聴取のみでなく，農事放送・都落内各種連絡・個人通話と多岐にわたり，農村地

域社会の通儒・連絡に劃期的な役1劉を果している。
　　　　　　　　ロ　　の　　　　　　

　　農柑公衆電話は昭和31年以降，主に無電話部落を対象としてその設置が進められたもの

で，全道1，958の対象部落中昭和33勾三において既に1，034個・約65％の設践をみるに至って

いる。一般に農村公衆電話はその部落の中心に位ll！lする学校・農協：支所・店含｝1などの公共的な

性格をもつた施設に併羅され，有線放送と共に農村の地域祉会の連絡・通信に機動的・能率的

な役割を果している。
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　　　　　　　　　　　　　§10　供給その他の公共関係施設

　1・供給関係施設

　　農村における供給関係施設としては電力供給及び上水．道施設が挙げられる。
　　　　　　り　　　り　　　り

　　農村電化は戦後農村における無電灯地区の解消を目的として取挙げられ，しかもそれが政

策的に推進せられたため，農村における電灯の普及は交通・通信施設と共に戦後急激に発達を

みたものの1つとされている。第13表は対象6ケ町村について無電灯戸数の経年的な変化を

みたものである。各町村共昭和23年度以来逐年無電灯戸数は減少しており，特に昭和26年か

ら30年にかけて減少の度合が高く，30年度において電灯の普及は一応の段階に達したとみら

れる。昭和32年度現在，無電灯戸数の全町村戸数に対する比率は，鶴居村の1LO％を除いて

は概ね2～4％程度であり，　これらの無電灯世帯は主に山間部の僻地・開拓地などに多く立地

しており，今後の開発に多くの問題を投じている。農村の周辺部において会社線による電力供

給が技術的・経営的に困難を伴なう場合，小水力発電による電力供給を行なっている地帯も見

受けられ，芽室町では小水力乙鳥によって渋山地域を奮めた上美生周辺地区の農家へ電力を供

給しており，その戸数は全戸数の2ユ％に及んでいる。　更に鶴居村においては全村が小水力発

電によっており，　中雪狸・幌呂・二二呂（1応接標茶町久山呂と共同で利用組合を作っている）

にそれぞれ発電所を設けて地区住民に送電している。これら発竈所の経営は両農村共農業協同

話合がこれにあたり，地区住民の組織する電力利11ξ協同組合がこれを．運営している。以上農村

における電力供給の開発は単に農村における無灯地区の解消のみでなく，更に農業生産におけ

第13表　無電灯戸数の推移1）

年 度
レ鞠2・年

水

田

畑

作

酪

秩父別村

　　　　　　無　　電　　灯　 戸　　数
中富瑛野村
　　　　　　全戸数に対する比（％）

：女満別田∫

芽　室　購

鶴　居　村

農i八雲町

　　　　　　　　　’1

無電灯戸鞠
全戸鍵対する比（％）　1

210

18．4

無電灯戸数「
全戸数に対する比（％）

540

32．0

無　電　灯　戸　　数

全戸数｝こ対’ずる比（％〉

202

116

1，275

47．3

無　　電　　灯　 戸　　数

全戸数に対する比（％）

蕪　　電　　灯　 戸　　数

全戸数に二対する比（％）

511

64．0

427

1！6

昭和26年

125

1L3

350

20．4

209

12．1

666

24．7

169

2L3

402

109

　　　　　1
昭和30年1昭和32年

95

8．0

150

8．7

53

2．9

121

4．2

100

12．6

158

3．9

40

3．4

72

4．0

25

1．4

86

2．8

87

11．0

204

4．0
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　　集落の景観

：L典型的な水田農村地帯の例

300間間隔の格子型区劃に比較

的高密度で散居型集落を形成す
る。

2．水田農村ではこのような灌

概溝が多く発達し，特徴的な景

観を作っている。

維昏伽舗瓢欄一一鑑

L瞭瀞，一喝病訴繍喪

　1．

一－

・㍑儒コ・聯

中富良野村水田地帯 2．中富良野村灌概薩

3。網走地方の典型的な畑作地

帯。丘陵地帯に発達し，かなり

集約化された農業経営。

4．十勝地方の畑作農村。この

講騰選f騨防風林溢無濃

2．女満別町畑作地帯

蠣

4．芽室町耕地防風林

5．酪農村ではこのような原野

の間に非常に稀薄な密度で農家

が散在している。

6．鶴居村下雪裡の酪農家の例

正面はその牛舎とサイロ。この

ような農家が沢沿いに幣状に散

在し，集落を作る。

5．八雲町驚農地帯 6．鶴居村酪農家

　　部落中心
7．部落中心の初期的な段階と
みられるもの。中心市街地より

3．5km離れた交叉点に発生して
いる。

火の見櫓と消防器具置場（右）。

8．農協支所はこのような売店

をもつてわり，農村公衆電話も
設けられている。

嫡 銭

7．秩父別村西部落中心

鴫＝．峯灘辮．，、a

富田

8．同左　農協支所

甥

9．中心市街地より7．5km離
れ，100世樽程度の農家の中心
として立地している。正面道路
はバス路線，右側が澱粉工場，
向い側は農協支所。

10．農協支所は8と殆んど同様
な性格と規模をもつており，バ
ス路線をはさんで季節保育所が
みえる。

｝．

　．粛・，
．．二驚訟：議tt

　9． 芽室町北伏古部落中心

，．・．一一tt．／t．　・藁選鋳購i羅

跨鯉慧滋三鼠、雲欝謙

　10．同左　農協支所と保育所
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．t，Ste．．

11，鶴居村中心市街地

黶D4

箋

12．同　　左

　　中心市街地

11，12．中心市街地としては極

めて小規模な例。施設も未分化

な状態にある。中央の道路は村

内の主要幹線道路で，この両側

に店舗・旅館・飲屋などが立地

している。

13．　F旨富良野村』1キ1，axrilf荏1上鞍

　　　　　　　　　バヒ　　ぎ

14．　女打滝男［1］1TF「二lJd・・百f街∫＝也

13．中心市街地としては中規模
な例。南北に縦貫する国道に沿
って而側に発達しており，連た
ん戸数350戸。ある程度店舗の
専門分化がみられ，パチンコ店
などもみえる。

錨、

15．八雲町中心市街地
熟慧

16．同　　左

15，16．大規模な中心市街地の

例。連たん戸数2，000戸，地域

中心都市的な発展段階にあり，

毛糸店・楽器店などの専門店，

銀行支店などもみえる。

17．女満別町役場 18．八雲町没場

　　各種施設
17．写真右側は役場，左側は町

会議事堂，この程度の町には未

だ役場出張所の立地はみられな
い。

18．明治時代の洋風役場建築と

して稀らしい例。この外副市街

地に役場出張所がみられる。

簾

　　　　難繋．覇鰹，ttt

19。八雲町簡易裁判所　　　　　　20．

警喫「職灘

八雲町郵便局

19．地域中心都市的な施設の例

20．中心市街地における公共施

設の近代化の例。
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2：L単級複式・小中併置校の例　「’

中心市街地より7，5km離れて
いる。農村周辺部にはこのよう

な僻地校が非常に多い。

22．中心市街地にある小学校の

例。児童1，857人級数35をもつ

ている。

　　濤叢鑑職

竃鍵さ；婆

21．鶴居村茂雪裡小・中併置二

三
多．

。離
雛僧拙蓋纒．‘湘＿＿藷
22．八雲町小学校

23．部落単位にある会館の例。

部落民の会合に使用されてい
る。

24．中心市街地にある公民館の

例。公民館としての機能もかな

り充実し，図書館・青年学級の

開設もみられる。

噸

梵

23．秩父別村部落会館 24。八雲町公民館

25．季節保育所の例。農繁期の

託児施設として開設され，部落

民によって運営されている。

26．保育所の例。このような規

模のものは，この外芽室町にあ

るだけで，他町村には殆んどみ

られない。

諺

凝，

菰畿
警…”

蟷
嶋，

鍮よこ姦細・．鱈轡掘姻そ「

　25．芽室町北伏古季節保育所

　ぼ

_　妻
§

謬高高

26．八雲町立保育所

27．主畜農協本所の例。雪裡・

久著呂両地区農家で構成きれて

いる農協の本所。これをとりま

いて農業倉庫（写真後方）・販売

部などがある。

28．農協活動の盛んな農協本所

の例。村の百貨店とも云える販

売部が併設されている。

27．鶴居村主畜農協本所

款

28．中富良野農協本所

29．農業倉庫の例。水田・畑作

農村においては，このような農

業倉庫群が駅の附近に立地して

おり，特微的な景観をなしてい
る。

30．中心市街地にある農機具修

理店の例。小企業でむしろサー

ビス的な性格が強い施設である。

29．中富良野村農業倉庫 30．女満別町市街農機具修理工場
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32．女満別町集乳所

46

　　「31．部落における集乳台と雑貨

　　　屋の例。牛乳は各農家から集乳

　　；台迄運ばれ，トラックなどで集
　触　乳所へ運ばれる。後方は雑貨屋。

弱　　　32．申心市街地にある集乳所の
　　　例。集められた牛乳は検定・冷

　野　却の上タンク車で製乳工場へ送

　　　られる。
蛉秘

　31。鶴居村部落にある集乳台

　　　と雑貨屋

33．酪農村における製乳］二場の

例。各地から集められた牛乳を

加工する。

34．病院の例。このような病院

は中富良野村以上の町村でなけ

ればみられない。

　33．八雲町製乳工場　　　　　　　34．八雲町立病院

る動力電化の推進に大きく貢献している。
　　　　　　　　　　コ　　　コ　　　コ

　　上水道施設については，6ケ町村を通じてかなりの連たん戸数をもつた市街地の発生をみ

ているにかかわらず，殆んどその施設がみられず，僅かに鶴居村において中雪裡及び中幌呂市

街地を対象とした簡易水道の敷設がみられるのみである。このように農村市街地においては下

水道をも含めてこの種の施設が殆んど顧みられないまま前近代的な市街地が構成されている事

実は重視せらるべきであろう。

　2．火葬場・共同墓地
　　　　　ロ　　　　　　　り
　　一般に火葬場は中心市街地近辺に比較的整備された公営の施設として立地し，集落の規模

と拡がりに応じて更に副市街地及び主要な部落中心附近にも設けられている。一般に周辺部の

施設は未整理のものが多く，特に集落の末端部では，未だに野天で処理している例もみられる。
　　　　　　　　　　　　ロ

共同墓地は概ねこれらの火葬場または寺院に附随して設けられているが，鶴居村周辺部におい

ては墓地も部落的な単位で散在し，共同墓地の形態はとられていない。

III　集落内各中心における諸施設の構成

　　　　　　　　　　　　　　　　§1　部　落　中　心

　　一般に部落中心は部落住民の日常における1次的な諸要求を満たすための施設のあつまり

として集落内に立地している。これらの部落中心の距離的な発生傾向は集落形態と農業経営形

態に基づく戸口密度によって段階的な差異がみられ，部落中心間の距離は水田農村において4．0

～5．5km，畑作農村において4．5～6．Okm，酪農村に至って5．0～7．5　kmと順次拡大する（第15表）。
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第15表　6ケ町村内各・中心の距離的な立地1頃向

水

爾　部

市　落

街　中

地　心

名　名

田

秩

父

別

中

冨

良

野

副部
市議
衛中
地心
番番
号母

1

2

1

2

3

4

5

6

7

滝の上

西部落

西　　申

宇　　文

旭　　中

冨　　江

南　　中

隔　　江

新田中

嘔壕へ
心り　寄の
　　　り平
荊の
　　各均
　　中鋲
地離　 心離

（km）　Vkm）

5．0

4．3

3．5

4．0

4．0

10．0

3．5

7．0

7．5

5．0

4．3

4．8

5．5

5．0

4．0

3．5

6．0

6．5

畑

1甜部

鼎談
月中
地心
蕃番
号轡

俘

細

濁

別

芽

室

1

2

3

4

5

6

7

T．

jlr．

II［

iv

　1

’2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

副　部

市　落

街　何

地　心

名　名

湖

大

木

豊

大

日

開

南

東

郷

住

成

進

早

上美生
美　　生

血　　栄

坂の上
平　　和

西士加
州　　根

北伏古
F｛＝1伏寅

渋　　山

上渋山

上伏古

雄馬別

申よ

焦り

市の

地離

（k畑．

3．5

4．5

3．5

7．0

7．5

9．0

13．5

16．0

7．0

6．rJ

9．5

11．0

6．0

6．0

7．5

8．5

Z5

14．0

15．e

20．5

最へ
寄の
り玉1る

各均
中鐸都

心離

｛km）

rJ．0

4．5

3．3

2．8

4．5

5．1

6．0

9．3

6．5

6．5

7．8

6．0

5．4

5．7

6．5

5．8

4．8

酪 農

轡

鶴

居

s．3　1

5．5

ro．8

八

副部
臨界
門中
地心
千番
・号号

工

i

2

3

4・

5

工

lr

’Jl［

IV

v
1

2

3

4

rJ

6

7

副　部

帯　落

街　臨

地　聯

名　名

申幌呂

支暴1超．i｝

下登1裡

下幌山

上幌出

野経1生

黒　　岩

山　　1埼

山　　島

上八雲
鉛　　川

浜　　松

上鉛川
夏　　路

八雲鉱山

赤　　山

桜　　野

申よ

心り

市の
．街距

地離

くkm）

12．5

8．0

12．0

7．0

12．0

1ユ．5

12，0

12．0

8．0

6．5

12．0

6．0

4．0

11．e

17．0

20．0

18．0

28．0

最へ
寄の
り溝

隠口
強距
心離

くkm）

12．rJ

7．5

12．0

5．8

7．3

7．5

4．5

6．0

7．0

5．5

12．0

5．8

3．3

7．0

5．0

8L5

7．8

9．0

　（泣）副市街地・部落中心番号は既報12）工正章参照

　　集落における最も末端k〈Jな段階の部落昨i心を構成する施設としては部落会娘のほか学校・

部落神社・郵便集配所・消防分聞・小売店舗などが挙げられる。これらの施設がこのような段

階において立地する場合，学校は殆んど単級複式の小・申併既校であり，小売／1111舗もまたたば

こ・1調味料・菓子・Ll用雑貨など多種にわたる身近な1・｛常生添三才を取扱う雑貨店であり，規

模も小さく未分化な状態にあるめが一般である。このような部落中心もその集落がある程度の

規模に達すると，叙上の施設の外に農協交所（殆んどのものは販売部をもつ）・農業倉庫・家畜

診療所などの農業関係施設乃至保健婦詰所・診療渉テ（出張診療が主）・部落公民館・二4ミ節保育所

などの施設の立地をみるようになる。このような戸口の連たんはみられないがその施設構成か

らみてむしろ｝1酬了街地的な鐵孟模をもつ段階にある部落中心として中富良野村趨申・女満別町illと

塁などが挙げられるが，これらの中心はいずれも施設が集中して立地すると云うよりはむし

ろ部落内主要道路に沿って列状に分布する傾向を示し，これは都落中心から副市街地への過
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副
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農

畑
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田
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ノk　　域　　　IIIJ’

鶴　　居　村
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　9i

一一@数
　％
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F卜1　’tl；3「良果多オ寸

秩父別村

戸　数

　i”i

ノニ＝1　奴

　．O・．一

子飛i鷹
41s　1　ssg　i　70！

36．s　1　4g．2　1　61．6
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　　　　i
2，291　1

58．8

　214

242

1，227

45．1

　897

54．1

　959

57．0

2離膿
　　　　ト

　235

26．6

1，314

48．2

1，050

63．7

1，240

73．8

2，723

69．9

855　　　ユ，010

75．2　f　88．8

259　1　286

29．31　32．4

1，421　1　1，519

52．1　1　57．9

1，185　1　1，298

71．9　1　78．8

1，442　1　1，556

85．8　1　92．6

1，091

95．9

1，126

98．7

8

2，866

73．6

　323

36．6

1，726

63　2

1，395

84．6

1，600

95．2

1，138

　100

直

緯

矩

離
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渡的な段階にある申心の施設の立地｛ず1向を示すものであろう。

　　　次に調査対象6グ町村の部落中，亡・数例について，その施設構成を集落構成との関連におい

て分析する。

　例一一一1　秩父別村・西部落中心（第9図，写真7．8）
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門葉牛へ抜けるバス路線と秩父別疑心市街地から妹背牛へのバス路線との分岐点に位解してい

る。附近農叡は概ね23芦／km2の戸1二i密度をもち，北海道としてはかなり集約化された水田農

村集落を構成している。この部落中心の利月ll圏は通学圏その他の立地条件から4部落（面積5．7

km2世帯数約130）と推定せられるが，その実態については　“住民のi三1常生活の面からの調査

研究”の結果にまたねばならない。この中心を構成している施設は小学校・農協支所（購買部

を・もつ）・消防分団の器材置場・火の見櫓及び雑貨店であるが，これらのうち，小学校は児童

数141人・4学級の単級複式校であり，校区は4部落から構成され，面積5．7km2・最大遜学llll

離2．5kmをもって立地しているb　なおこの中心の燭辺部落内に立地する施設としては各部落

毎に設けられている部落会館の外部落紳社・助産婦を挙げ得るのみである。

　　以上この部落中心はその立地条件と

施設の構成状況から考えて、部落中心と

してはその発展段階の初期的なものとみ

ることができる。

　例一2　芽蜜町・北伏古部落中心（第

　　　10i薯ζi，二そ〆疎；9．　10）

　　この部落中心は芽劃i！fの中心市街土石

より7．5km・隣接中伏古部落中心・へ5・5

kmの地点にあり，伏古地区と芽蜜町中

心市街地及び帯広市を結ぶパス路線と帯

広川以東地区への主要）主麟道路の交叉点

に位羅している“附近農家は慨オユ5．5戸／
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km2の戸口密度をもち，畑作農村

としてはかなり稀薄な分布を示し

ており，水田経営を主とする中北

伏古部落中心を除いてはすべて畑

作を行なっている。この部落中心

の利罵圏は通学圏その他の立地条

件から一一応7部落．　その彌積18

kmZ．世帯集約100と推定せられ

る。

　　部落中心を構成する施設は

例一1に比較してかなり充実の度

合が高まり，ノ3V学校・寺院。神祉

農協支所の外季節保育所・米粉澱

粉工場・火の見櫓及び帯広川

以東地帯の郵便集配業務を行

なう郵便集配所の立地がみら

れる。

　　北伏古小学校は児童数

149人・3学級の単級複式校

であり，校区は行政区と一一致

し，お舞ね7国幣からオ薄威1され，

面積18km2・最大通学距離

4．5kmと前者に比較して更に

拡大されている。伏古地区の

中学校は隣接の中伏古小学校

横ξ紅尊雄・船本幹也・菊地弘膨」 50
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　　　　　　　第10図　芽室晦・北伏宵部落中心
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　　　　勤〕　　　）OQQ　　　　　　　　？PtMsN

　　　　　　第11図　　中富良野樗・旭中部落子心

の校区（14・1km2）を合せた校区をもつて戯噂しているが，校舎は2っの小学校のほぼ中聞・北

伏古部落中心よりバス路線に沿って約15kmの地点に立地している。　ここには更に中学校の

外に家畜診療所・農業改良相談所・保健婦詰所の立地がみられ，これら諸施設の立地上の特性

から考えると，この地点は北・中両伏古圭也区を合せた圏域の中心として副市街地的な成立過程

にあるものと思われる。

　例一3　中富良野村・壷中部落中心（第1！図）

　　この部落中心は中心市街地より西南4kmの地点に，審良野町と上富良野1町とを結ぶバス

路線である東9線道路に沿って約1kmの開に列状に構成されている。集落形態的にみて，こ

の中心は附近の蒲3落のみならず約6km離れたべベルイ地区約60戸をその後背地としてもつ関
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係から必然的にここに立地する施設の充実も高まり，部落中心としての施設の外綱市街地ド［勺な

性格をもつ施設の立地も若干認められる。この中心を構成している施設は次の如きものである。

　　　　小・中併置校一一一一ノ1・学絞は児童数246人・6学級，校区而：積15．2km2，最大通学距離

　　　　　　　　　　　約4km。巾学校は生徒数116入・3学級，隣接の富岡小学校をも含

　　　　　　　　　　　めた校区をもつ。

　　　　公　　民　　館　　中潜良野国保り1着院よりの出張診療も行なわれる。

　　　　郵便集配所　　商店の兼業（ベベルイ地区の郵便集配業務を行なう）

　　　　家畜診療所　　ヒ喜揖協経営

　　　　農業倉庫　　農　協　経　営

　　　　装蹄所掴人経営
　　　　店　　　　舗　　4軒，すべて食料鼎’雑用晶雑て旨店。

　　　　火の鑓櫓　　2　　基

　　　　公衆電話　　家畜診療所に設置されている。

　　これらの施設の外この中心から離れた山側に部享客民のための火葬場・共岡墓地がみられ

る。この部落中心の利用囲は隣接の10部落の外回認ベベルイ地区を含めた面積28km2・世帯

数約300の圏域が一・応この対象として推定される。

　　　　　　　　　　　　　　　§2　副　市　街　地

　　前述の部落中心はいずれも農村集落の中心である中心市街地と有機的な関係の上に立地し

ているものであるが，集落規摸が更に拡大されると町村内交遜の主要幹線道路に沿って中心市

街地から7km及び12～16　kmの地点にある程度戸1二iの連たんする謡柿街地の形成がみられる

（第15表）。この謝市街地は調査対象農村のうち鶴署村・芽室町・八雲町に発生しているが，こ

れらの副市街地は互に6．5～12．Okmの程度の間隔で立地している。

　　このような副布街地程度の段階において新たに発生する施設としては集配t／l：務を取扱う璃1

便局・農業関係施設としての食糧事務所駐在所・農業改良相談所・集乳所などが挙げられ，更

に1．P心市街地より12～16　km程度離れた講市街地においては役場出張所・巡査駐在所など行

政・保安関係施設の出張所の立地などもみられる。この程度の段階になるとある程度施設の機

能分化の傾向が現われ，例えば中学校では岸尋辺小学校の校区をいくつか合併した校区をもって

小学校から独立して立地するものが多くなる。

　　なお平たん脚数が40戸程度以上になると理髪店・農機具・自転車などの修理を主とする

鍬治屋，精米・製粉などを行なう加エ工場など多分にサービス的な施設の立地がみられるが，

慰楽関係施設の立地はこの程度の縦市街地的な段階では殆んど現われず，小規模な飲食店が！敦

軒みられる外は連たん戸数164戸の野田生に僅かに映画館の立地をみている程度である。また

商業関係施設の専門分化もあまり顕著でなく，僅かに製造小売として豆寓屡の立地がみられる
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外は八雲町の野田生・黒ギ1及び芽室町の．．にウ芝生に魚屋の

専門店化が生じている程度で，殆んどの唐舗は1げ河雑貨

店的な性格のものであるn

　　以下対象6グ町村のうち芽窺町の副市孝jil地を例を挙

げて，その施設構成の段階的な発濃過粘乏を考察してみよ

う。

　例一1　芽室町・美生市街（第12図）

　　美生市街は副市街地構成の初期的段階における例と

して挙げられる。

　　その申心は芽室町の1．1．i心事街地より西南へ7km，

r）2

Ll　・t　，T　，，，；rs　；“．　e　y

　　　　　　　一／／／1　L　．Vt

第12図芽室町・彫塗市街1叉1

附近各中心と曜｝・1離的な関係は渋i．l　lへ3．5　km・申伏古へ7km・坂の上へ4．0　km　・…i：美生〒｛f街

へ9kmとなっており，美生絹に沿い中心市街地と上美生1三市街間を連絡しているバス路線の中

間に位置している。寮街地連たん戸数は14戸，　教員住宅などの住碧施設をも含めた諸施設は

このパス路線と渋慮il也区と博進・中伏了組区問の道路の交叉点を中心として発生している。その

中心の施設構成としては一・般の部落中心にみられる諸施設のほか食糧検査事務所駐在所・巡査

駐在所などの行政・保安施設と感覚レ美生・中砂盆i三・坂の圭・栄の郵便区を管轄する郵便局を・

もち，更に専門店として豆腐屋の立地がみられる。なお小・申学校は各一々独立し美生・博進

2行致区を含めた校区をもち通学圏は最大5．Okmに及んでいる。　集落構成の翫から形態的に
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みると美生市街の室温！圏域は概ねうミ生・

渋由地区と博進地区の一部を含めた範

協から成り立っているものと考えられ

る。

　　　　　　　　　　　　望
　例一2　芽室町・上美生市街（第131剰

　　蔚述の美生市街より，更に繭南へ

9km離れ，中心市街地より16・kmの地

点に位置する上美生市街は連たん戸数49

戸をもち，概ね上美生・上伏古以南の地

／／点の帆として継してきた．・巨鱒は

隠為これら部落蕊；｛び・けけている。

第13図

工心事街地と上美生地区を結ぶ主要幹線

道路の末端に構成されており，道路は更

にここから．ヒ渋山・新美生・西伏見・雄

馬別及び上伏古の5」・也区へ放射状に延び，

　　　　　　　　　　　　　このよつ

な立地条件から上美生市街はこれら地区
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の行政的・経済的な1．い心としての機能をもち，小・中学校・保育｝班・神祉・芋院などのはか，

役場出張所・食糧検『註潟ト務所・営林局1勢i在所・巡査駐｛ll所・消防分同等の・fi一政・保安関係施

設，農協支所・同家畜1｛参i緊所・装蹄所・農鎧夢記父艮粗筋所・集乳｝りi－il二業倉庫等の／’某1掲係施設，

郵便局などの立地がみられ，更にサービス的な性格をもつた扁米・製粉・｛q転叫二・農機具等の

小規模なカi：IJTI・修理工界及び｝；i！髪店・飲食店（夏Jl休業）などのサ　・一ビス施設の立地も新たに

生じている。

　　なお小学校は児薫数199入・5学級からなり概ね5．O　kmの通学圏をもち，夏に6，0　km離

れた西伏見地区に児：；’数13人の分校が設けられている。また中学イ支は無鉛数！15入・3学級か

ちなり，隣接の上黙過・雄馬別・上伏古の小学校区を含めた最大10kmにも及ぶ通学圏をも

つて立地しており，これら濃村の磯辺部に立地する小・中学校の特徴をよく示している。

　　　　　　　　　　　　　　　§3　 中t［；N市街地

　　浜村における中心車街地は地1或住民の生産・業務・文化・！訂：兆などの1レ常生活並びに社会

活動の申核として，自己晦村内のみならず隣接する市町卜琵の交通の更衝に立地し，炭村地域

社会の行政・交遜・遍信・教育・宗教・医療・保健・輪祉・慰楽・サービス・金融・商業・Jl　1

業・農業窪の関係諸孫ヒとその中麻的．施設並び1こ＝それらの闇係従業痔の住戸の連たんによって

構成されている。

　　巾心市街地における諸施設の立地傾向についてみるに，町村の中心IF街地の規摸がその集

落規横段陛ll。びに周辺市町村との関連において段階的な差を示すのに対応して，内部施設の充

実の度合・専門分化の過程など1こ段階的な変化が認められる。これを中心了i了街」・毘の発贋段階と

対応させてみれば次のようになる。

　　鶴居村の1＝Fl心市街地の如く連たん戸数tw　90戸・全村戸数に＊ti’する比幸近1％程度の発展段

階のものでは殆んど副市街地的な段防亨の施設の二V地虫陶を示し，　役場・巡査駐在所・書美1防分

団・統計事務所・郵便周・駅・・燦協本所・小・甲弓手ズ・公炭1館・診療所・隔離病余・入工受精

所・製乳L場・嬉戯・寺玩などの立地がみられる以外は商業施設として食料品雑費店とで誓嚢衣

料晶店とでも云える程反の分化がみられる程度であり，サ　一一ビス施設として旅館・理瑳・美容

院，慰楽施設として僅かに数軒の飲食ll讐を挙げ得る外は旅館が宴会その他の社交・慰1東的な会

ぞ・に利馳せられているに過ぎない。

　　秩：父別村・中密艮野村の中心市街地の如く連たん戸数350戸死後の市街地になると，商業

施設として始めて写真材料・li噴戸物・肉・文ワ｝具などの専門店がみられ，更にU二部壁の外に柾

屍・柚屋・家具罪などの製潅小売店の立地をみる。その他同月金庫・、：昊そずなどの金融施設，和

盲1黛学校などの教げ施設，癌人巨院・歯科1メ三三などのI」寮同説，公園浴場・ク｝一転ソグ匿・

写冥館などのサービス施設，更に劇昌・パチンコ店・料理店などの慰楽関係施　及びある程度

の規俣をもつた精米・製紛工1「．」・だi騰具修理二i㌧・製縄1∫U・などの工業施設の立地もみられ，
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ili心達lf街地としての機能の充実度ち高y）られてくる。このような施設の専門分イヒと充実は一…般

に中心布街地の規模の三十に伴なうものであり，戸数6QO戸を超える女満別町の中心市街地に

おいて漸く定時制高等学校・病院・ガソリンスタンドなどの立地がみられる程度であるが，連

たん戸数1，000戸を数える芽室町の中心市街地になると，更に全州聯1高等学校の立地をみる外

商業及び慰楽関係施設の専門化と充足は…段と進み，各種の専門店・料理・飲食店が見受けら

れ，新たに司法関係施設としての法務局出張所の立地もみられるようになる。八雲町の中心市

街地の如く連たん戸数が2，000戸に及び，全町芦数の50％以上が中心市街地に集中し，更に周

辺市町村との関連において地域巾心都市的な発展段階のものになると，地方行政の中心施設と

して税務署・営林署，簡易裁判所・検察庁などの司法施設及び職業安定所　保健所・電報電話

局などの公共施設の立地が新だにみられる。その他の施設もまた更に専門分化し・毛糸屋・運

動具店・楽器店などの専門店も加わって都市的な様相を帯び，自己町村内の需用の殆んどがそ

の中心市街地で充足されるばかりでなく，それらの諸施設は後背地としての周辺町村をも含め

た形で立地されるようになる。

　　次にこれらの申心市街地の発展の過程を鶴居村・芽室i町の中心市街地について説明する。

　例一1　鶴居村中心市街地（第14図，写真11．12）

　　既に述べたように鶴居村はその地形的な関係から雪裡・幌呂の2地豚：に大きく分けられ，

経済的・交遜的にも互に孤立した藥落を形成している。このため市街地の構成をみても命村的

な立地傾向を示す行政・保安関係の諸施設を除いたその他の施設は殆んど雪裡地区390世帯の

ためにのみ立地し，その限りにおいてはむしろ副市街地的な規捗芝段階にあると云ってよい。二

心市街地は集落の発達している茂雪裡・支雪裡の2っの沢の繊会いに位置し，鶴居村と釧路市

をむすぶ村外への唯一の交通路である煮干の軌道の起点ともなっている。街区は村内の主要幹

線路を中軸としその両側に2夕ずつの並行道路をもつた格子状区劃によって構成されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　　　　　　　　　　毎彦ンブー．…一「監ヨ「辱〔獲＝諭

　　　　　　　　　総門∴謬ン

　　　　　　　　　一　　乞一、．淋。螢

　　　　　　　　　　　　　　第14図　　鶴居村中心市街地図
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この中心道路に沿って商Jli：1・旅難・理劉｝1なとの商叢・・Y一　・一ビス関係施設の立地がみられ，そ

の西側は役場・公震館・消防分則・郵便局などの公共施乏，頭側は撲協本所・御倉ll更・家畜診

療所などの農業関係施鼓によって主に穂成されている。

　例一2　芽室町中心市街地（第15図）

　　町内全人口17，000，連たん戸数約ユ，OOO　j　fのこのTk一街地1ま農村におけるi：i・i　・　C，・　1－91J街地として

はかなり高度な発展段階にあるが，十勝地方の中心都市である蕾広市に隣接団地している関係

から，経済的・文化的に帯広市への依存度が高く，地方行政・司法関係施設の立地は殆んどみ

られず，卸売業の立地も八雲町に比較して少ない。しかしながら集落形！し酌には芽室lll丁冷熱に

わたる中心市街地としての機能をもつと共に，典型的な喋暦日地域中’むとしての施設構成をもつ

ている。市街地は当初臼道を中心として発達していたが，鉄道の姦直と共に移動し，現在は鉄

道駅を中心とし鉄道と匿｝道との閥に整然とした格子状の街区を作って展面している。この程度

の規碇においては各種施設の・㌧∫門分化とプこ実に伴ない，各種ぺ’補・飲食1111などで構成されるい

わゆる商店街が市街地の主要な遍りに発生し，こわらと官公衙・商社などからかるセンターが

形成される傾向がみられ，更に住居地区の立地もみられ，多分に声街地としての形を［婁えてき

ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV　　括

　　以上，鳴査対象6ケ町村における諸方毬設とその立地傾向について集落凝成との関連におい

て解析的な検討を加えてきた。これらの諸銘設は施』隻白身のもつ機能と同時に集落拶孟漠・地域

の拡がり更に脹薫経営ヲ≧態などのdl眉子によって種々の立地傾向を示しているが，それらの立

地傾向の間にはある頬霜取と規則性が妊められる。

　　すなわち，これらの施設が農村の月辺部に立地する場合は，集落の規模と発侵段階に応じ

て，そのまとまりの規模とまとまり方に段群羊的な構i成がみられ，笑落が初錦帳または末端的な

段階においては：互に4，0～7．5k鵬程渡：の聞隔で部落中心を形成してそれぞれ直接的に巾心市街

地に結びつくが，集蕗の嵐渓が更に拡大されると，これらの謬落的なまとまりがいくつか集っ

た村落的なまとまりの中心として，町村内交遜の要歯に概ね6．5～！2．Okmの間鴇で副市街地が

形成され，各部落中心はそれらの副市街地を逓じて間接的に中心市街地に結びつくようになる。

　　次に農村における施設のy地傾向を琴　‘の発展段階別にみれば，良村集落構成の末端的な

段階である語源中心に二v地する傾向のある施設としては菟櫨・1’1済会館・祁i社・消防分団・U

罵品雑貨店乃至は炭協支所・家畜診出所等の農業閃係施設及び保健婦訪所・保育所などの日常

生活における1次的な諸施設が挙げられるが，それらは小規模且つ未分化な状態におかれてい

るのが一般である。

　　更に集落の規疾が拡大されて，i‘9・落的なまとまりの中心としての副市街地程度のli隻階にな

ると，新たに役場出張所・巡刑∫｝在所などのイ丁政・保安関係施設の外郵便碕の5ン地がみられ，
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ヂ業・ll尉関係の諸施設も漸くその秤類と数を加え，更にそれら関係従1諸の住戸もイ：干みら

れるようになるが，サービス的な性格をもつ旋設としては僅かに／il！．髪店と　雨具・1；樺Kなど

の修理・加工丁傷の発生をみる租之に過ぎない。なお，諭市街地程度までの発展段階において

は店舗の二目分化は鰹｝んどみられず，その多くは雑貨店的な性1各のものであり，慰楽関係施設

の立地は小規模な飲食1占を除いては督無に近い状態である。

　　全町村的なまとまりの中心である偏心市子地の段階になると，諸施設は一般に全町．1寸的な

親旧において立地する傾向をもつようになるが，その施設構成の牽1度目集落の規膜と此辺市町

村との関連において段階的な差を示し，鶴居村の申心市街地から秩父別村・串當良野村・女満

別町一画室町一一ノk雲町のそれへと中心市街地の発展段階に伴ない，行政；教論・医療・保健

・慰楽’・“」“　一一ビス・商業・二｛二業・fJ業・交適・通転ての他の公共施設の元実と専門分花に段階

的な変化が認められる。’なお，八宴：町の帰心車街地は，立地．しその月辺町1付をも含めた形で発

展してきた関係から，地域中心濡鼠i勺な｛生格をもi’，布街地には地方行政の中心としての関係

施設の外八雲町のみならず樹高町村をも漁家とした施設の立地が多くみられる。

　　農村の施設構成を心える卦合欠くことのできない隷織に農業協同紳・今がある。農業協同組

合の面面は戦後特に匝1著なものがあり，艮村における主要な営辰施設の多くは樋同癩．合組織で

運営されており，特に企挙的に立地の困ウll霞な周辺溜における家畜♪療所，精米・製粉工場など

はその殆んどが組合騨織によって経鴬されている。一一般に駅’藁協同糸1モ合はその事業として生産

物の出荷・販売・金輪虫はもt’うん購買．1業として生産資材と日常必需L粘の販冗をも行なってお

り，／M・における商［粘の流宮詣織⊥重要な地位を1．lllめるに至っている。

　　以上／j‘村集落内における公共的な諦施設について，その発生傾向と専門分化の過程を集落

の発展段階との関連において要約して述べた。このような施設構成の面からみた申心了1∫街地口

調市街地・・部落巾’亡・の段階的な系列は更にこれらのtSiV心を結ぶ交通・一通律寵封によって全町村

にわたって有機的に結びつけられる。これらの父通・通信施設は戦後急激な発達をみ，特に町

村内交点として各中心を結ぶバス路線の開設，トラックによる佳詞・集乳，有線放送・農村公

衆電謡の敷設・発達はちi乏村における日常生活並びに各種施設の利用状況に画期的な影響を与え

つつある。農村における叙上の各中心は施設の構成からみても現在ノ是村集落内の行政・教育な

どの系列的な構．成単位であると共に，郵便・有線放送・公衆電話などの通信施設の構成単位と

なり，更に集醤・集乳などの生産・業務単位ともなって，燈村集落の基本的な構成削う二として

農村住筏の生活及び上僅活動の井盤となっている。

　　一般に北海道二村は散居握急落を残盤として発淫しており，その集落は八叢湿鴬的な葡か

ら広大な地壇こ稀薄な密度で｛広がっている。このような地域における品種施2の立地は組．麺勺

に種々困難をきたし，更に冬期漏のギ冷・積営による障ぽがこれに加わるため，Il常生活のみ

ならず社会嘱L済・文化等のあらゆる面においてその活動・発展が阻まれ，これらは共にll！ヨ寸

における”t施設が都市のそれらに比較して甚だしく貧しく且つ才；〉化なままにおかれてきた大
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きな原因となっている。なお，これら諸施設の鼠落内における立地傾ド【1は周辺部住民のこれら

の利用を一層困難ならしめ，口常生活における都市と農村との開きを更に顕著なものとしてい

る。最近における交通・逓儒機関の発達はこれらの聞題の緩和に若干役立ちつつあるとは云え，

農村の集落が散居璽を基盤とする限りこれが潤題の解決は遠く将来に残され，集落の再構成す

なわち集落の構造・形態に対する外科的手術以外にこれが根本的な解決の方途を見出すのは恐

らく不可能であろう。

あ　と　が　き

　　以上調査対象6ケ町村について集落内における諸施設と，その立地傾向を集落彩態並びに

集落の発展段階との関連において分析的に述べたが，これら諸施設の立地傾向は単に叙上のよ

うな静態的な分析のみでなく，更に施設の利用者である地域住民の立場からの動態的な追求に

よって補足されなければならない。

　　この点に関しては続いて発袈される“主として住民の1ヨ常生活の面からの調査研究”にお

いてあらためて解明する予定である。

　　終りに本研究は昭和32・33年度文部省科学研究費交付金（各個研究）の補IVJを受けて行な

ったものであり，調査に当って多大の便宜を与えられた北海道農業改良課及び関係町村の各位

に深く謝意を表したい。

文献及び資料

1）北海道総務部文書統計課：北海道市町村勢要覧．昭和25，29，31，33年目

2）秩父別村史編纂委員会；秩父別村史．昭和29年．

3）　中富良野村史編纂委員会：　中富良野．付史．昭和29年．

4）：女満別村史編纂委員会：女満別村誌．昭和25年．

5）芽室町50年史編纂委員会：芽室町50薙史．昭和27年、

6）調査町村役場：町村勢要覧．昭和30年．

7）調査lil∫村役場：昭和30年国勢調査関係資料．昭和30年．

8）調査町村農業協同組含：事業概況及び事業霰舎．昭和31年目

9）郵政省：郵便区全図（調査町村）．

10）北海道協同組合通信社：北海道農業協同組合年鑑．昭和34年．

11）横山尊雄・船木幹．也・菊地弘開：北海道農吋の集落構成　特に秩父別吋にく：）いて．日本建築学会北海道

　　　　麦：部，第13囲研究発表会梗概。昭和33隼．

12）横出丸雄・船木幹也・菊地弘明：北海道農村の集落構成一主として集落形態の颪からの調査研究．北海

　　　　道大学工学部研究報告，第19母，昭和33年．

13）横山鮪雄・舩木幹也・菊」：也弘明：北海道農村の集落形態1・こ関する調査研究．日本建築学会論文報告集，

　　　　第60母，　町二二「i33蚕β．

141横山尊雄・舩木幹也・菊地弘1堀：北海道農村における購買彦彪設とその利鯛状況．日本建築学会論文報告

　　　　集，　第60母，　ff召’＊「133£「三．

15）横山韓雄・無木1｛冷也・菊地弘明：北海道農1寸の小・申学校の規模と1遊学圏．北海道楽章の集落構成に関

　　　　する調査研究の一一環として．El本建築学会北海道州都，第141亘1研究発表会硬概，昭和34年．

16）横山尊雄・船木幹也・菊地弘明：北海道農村にオδける交通・通信施設について．日本建築学会北海道支

　　　　部，第15剛研究発表会梗概，昭和34年、


